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秋の涼しさとともに、木の葉が紅く色づき、しっとりと
美しい秋を迎えます。紅葉の名所が数多く点在する庄
原市では、360度パノラマサイズの絶景が満喫できます。

広報

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine

今月の主な内容

■ぐるりしょうばらカメラレポート・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■発見!しょうばら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■インターネットでワークショップ・・・・・・・・・・

■小規模災害の復旧を支援します・・・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・

■健康広場「腎不全とその治療法」・・・・・・・・・・・・

■各地域の生活交通を見直しました・・・・・・・・・・・

■綿陽市消防代表団が友好訪問・・・・・・・・・・・・・・

■シリーズ市の台所事情・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■小奴可剣友会が全国大会で準優勝・・・・・・・・・・
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福田頭・吾妻山（比和地域）
　広島県の百名山に指定されてい
る福田頭や吾妻山に咲く花がマツ
ムシソウ、ウメベチソウからリン
ドウ、ヤマラッキョウに変ります。
10月中旬からブナやウリハダカエ
デ、ナナカマドが色付きはじめ、鮮
やかに彩られた山々の紅葉は、11
月上旬まで見ごろです。

比婆山（西城地域）
　比婆山連峰の秋は紅葉よりも黄
葉と呼ぶ方がふさわしく、山頂一
帯に広がるブナ純林が10月中旬か
ら哀愁を帯びた黄に染まり、ナナ
カマドの燃える真朱、イチイの古
木群の老緑が、多彩な色調で全山
を彩ります。

五品嶽（東城地域）
　戦国時代末から江戸時代初め頃
までの山城の跡が残っています。県
の史跡にも指定されているこの山は、
地元では『城山』と親しまれ、四季を
通じて色鮮やかに人々の目を楽し
ませてきました。町の中央に位置す
る『城山橋』から見上げる山は美し
く雄大です。山全体を覆う樹林は見

事なもので、樹の種類も多く緑地環境の保全からも大切にされています。

帝釈峡（東城地域）
　国定公園帝釈峡は昔から紅葉
の名所として名を馳せてきまし
た。楓やイチョウなどの色づく
木々の下、清らかな帝釈川沿い
の遊歩道をゆっくりと散策でき
ます。また、神龍湖で遊覧船に乗
って湖上から見上げる渓谷は、
赤や黄色など色とりどりの木々
と白い岩肌、そして湖面の深い
緑など、美しい色彩が楽しめます。

臨川庵跡のイロハモミジ
（総領地域）
　延亨３（1746）年に生まれた
俳人「越智古声（おちこせい）」が、
京都から持ち帰って植えたと伝
えられ、樹高18ｍ、胸高周囲
3.13ｍの巨木で県の天然記念
物に指定されています。

東城まちなみぶらり散歩ギャラリー
　山が鮮やかに色づく頃、東城のまち
なみに期間限定美術館がオープンし
ます。伝統工芸品やいつもは見ること
のできない町家ならではのお宝など
が約40店舗を飾り、町歩きを楽しく
させます。紅葉散策と合わせて、お立
寄り下さい。

と　き／10月28日（土）～11月5日（日）・9時30分～19時
ところ／東城市街地　問い合わせ／東城支所地域振興課・鈎08477―2―5211

お通り
　11月3日（祝）は江戸時代からの伝統
行事「お通り」が開催されます。大名行列、
武者行列が町を練り歩きます。我が子の
健康と平和を願う意味をもつ華やかな
装飾品「母衣（ほろ）」が行列に加わるこ
とが、東城の特色です。

ごほんがたけ

りんせんあん

収穫の喜び
（9月11日、板橋小学校5年生が湯谷正雄
さんの田んぼで稲刈りを体験。収穫した餅
米は、杵でついて食べます。）
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平成18年10月1日から

各地域の生活交通を見直しました

生
活
交
通
の
見
直
し
に
よ
り
、各
地
域
内
で
運
行
す
る

バ
ス
の
運
賃
を
統
一
し
た
ほ
か
、

無
料
の
福
祉
バ
ス
を
統
一
運
賃
に
よ
る
市
営
バ
ス
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、よ
り
地
域
の
利
用
状
況
に
あ
っ
た
運
行
が
で
き
る
よ
う

「
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
」の
試
験
運
行
を
始
め
ま
し
た
。

市
営
バ
ス【
高
野
・
総
領
・
比
和
】

予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー【
比
和
・
口
和
】

運
行
タ
ク
シ
ー
事
業
者

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

竹地谷地区（全域）
宮内地区（一部）
竹地本谷地区（全域）

湯木地区（一部）
金田地区（一部）
常定地区（全域）
高瀬地区（全域）

運行日 利用できる地区

火

木

９時

15時

▲

TOP NEWS 2　3　4P

地域内交通の見直し／市営バス・予約乗合タクシーの運行開始

定路線運行型予約乗合タクシーのイメージ図

戸口運行型予約乗合タクシーのイメージ図

　　
高
野
町
福
祉
バ
ス
と
、総
領
町
福
祉
生
活

バ
ス
が「
市
営
バ
ス
」に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、比
和
地
域
を
運
行
し
て
い
る
市

営
バ
ス
も
統
一
運
賃
を
適
用
し
、運
賃
と

減
免
規
定
を
改
定
し
ま
し
た
。

●
運
行
ル
ー
ト

　【
高
野
・
総
領
】こ
れ
ま
で
の
福
祉
バ
ス

と
同
じ
路
線
を
運
行
し
ま
す
。

　【
比
和
】布
見
地
区
、古
頃
地
区
以
外
は
、

こ
れ
ま
で
の
市
営
巡
回
バ
ス
と
同
じ
路
線

を
運
行
し
ま
す
。(

布
見
地
区
、古
頃
地
区

は
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
ま
す
。)

●
運
行
ダ
イ
ヤ

　
各
支
所
が
発
行
す
る「
運
行
時
刻
表
」で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
乗
降
場
所

　
こ
れ
ま
で
通
り
、停
留
所
の
ほ
か
運
行
ル

ー
ト
の
ど
こ
か
ら
で
も
乗
降
で
き
ま
す
。

●
運
賃

　
統
一
運
賃
を
適
用
し
、利
用
し
た
停
留

所
間
の
距
離
に
よ
り
、１
０
０
円
～
３
０

０
円
と
な
り
ま
す
。（
小
学
生
ま
で
は
半
額
）

　
な
お
、通
学
通
所
で
市
営
バ
ス
を
利
用

さ
れ
る
児
童
生
徒
に
は
、「
無
料
利
用
者
証
」

を
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
て
い

る
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、運
賃
の
半
額
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

●
乗
車
券

　
乗
車
券
を
購
入
し
て
乗
車
し
て
く
だ
さ

い
。（
現
金
で
の
乗
車
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　
運
賃
が
半
額
と
な
る
方
は
、購
入
時
に

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。（
乗
車
券
に「
半
額
」

の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
販
売
し
ま
す
。）

【
高
野
】

高
野
支
所
市
民
課

社
会
福
祉
協
議
会
高
野
地
域
セ
ン
タ
ー

【
総
領
】

総
領
支
所
市
民
生
活
課

国
民
健
康
保
険
総
領
診
療
所

【
比
和
】

比
和
支
所
市
民
生
活
課

庄
原
農
協
比
和
支
店

比
和
郵
便
局

　
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
と
は
、タ
ク
シ
ー

を
個
人
単
位
で
利
用
す
る
の
で
は
な
く
、

予
約
し
て
バ
ス
の
よ
う
に
相
乗
り
で
利
用

す
る
タ
ク
シ
ー
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
試
験
運
行
を
行
う
予
約
乗
合
タ
ク

シ
ー
は
、次
の
２
つ
の
タ
イ
プ
と
し
、運
行

地
域
の
生
活
交
通
の
状
況
に
応
じ
て
運
行

し
ま
す
。

　 

定
路
線
運
行
型

　
バ
ス
と
同
じ
よ
う
に
、あ
ら
か
じ
め
ル

ー
ト
と
時
刻
を
決
め
て
お
い
て
、予
約
が

あ
っ
た
と
き
に
運
行
し
ま
す
。

●
運
行
地
域

　【
比
和
】布
見
地
区
、古
頃
地
区
及
び
森

脇
線
の
一
部
の
便

　【
口
和
】全
域

●
運
行
ダ
イ
ヤ

　【
比
和
】月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日

運
行
す
る
便（
通
学
通
所
便
）を
３
便
と
、曜

日
を
決
め
て
運
行
す
る
便
を
１
便
。

　
な
お
、森
脇
線
に
つ
い
て
は
第
１
便
～
第

４
便
ま
で
は
市
営
バ
ス
を
運
行
し
、第
５
便

を
予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
で
運
行
し
ま
す
。

　【
口
和
】運
行
す
る
地
区
と
ル
ー
ト
を
曜

日
ご
と
に
決
め
、各
地
区
か
ら
中
心
地（
大

月
・
向
原
・
永
田
）ま
で
一
日
２
往
復
。（
１

月
～
２
月
は
１
往
復
）

　
詳
し
く
は
、各
支
所
が
発
行
す
る「
運
行

時
刻
表
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
乗
降
場
所

　
停
留
所
の
ほ
か
、運
行
ル
ー
ト
の
ど
こ

か
ら
で
も
乗
降
で
き
ま
す
。

●
運
賃

　
統
一
運
賃
を
適
用
し
、利
用
し
た
停
留

所
間
の
距
離
に
よ
り
、１
０
０
円
～
３
０

０
円
と
な
り
ま
す
。（
小
学
生
ま
で
は
半
額
）

　
通
学
通
所
で
利
用
さ
れ
る
児
童
生
徒
に

は
、「
無
料
利
用
者
証
」を
交
付
し
ま
す
。そ

の
ほ
か
の
運
賃
の
免
除
に
つ
い
て
も
、市

営
バ
ス
と
同
じ
で
す
。

●
予
約

　
前
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
、直
接
タ
ク

シ
ー
事
業
者
に
、利
用
す
る
便
と
乗
降
場

所
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
前
日
が
休

日
の
と
き
は
、前
営
業
日
）

　
な
お
、市
長
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、

市（
支
所
）が
必
要
な
便
を
予
約
し
て
お
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　 

戸
口
運
行
型

　
利
用
で
き
る
曜
日
及
び
時
間
帯
を
あ
ら

か
じ
め
決
め
て
お
い
て
、予
約
の
あ
っ
た

方
の
家
を
回
り
、乗
り
合
い
で
目
的
地
ま

で
運
行
し
ま
す
。

●
利
用
対
象
地
区

　
利
用
で
き
る
の
は
口
和
地
域
の
一
部
で
、

利
用
で
き
る
曜
日
は
表
の
と
お
り
で
す
。

●
運
賃

　
運
賃
は
一
人
片
道
５
０
０
円
で
す
。（
小

学
生
ま
で
は
半
額
）運
賃
の
免
除
に
つ
い

て
は
市
営
バ
ス
と
同
じ
で
す
。

●
予
約

　
前
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
、直
接
タ
ク

シ
ー
事
業
者
に
、利
用
す
る
日
と
乗
降
場

所
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
前
日
が
休

日
の
と
き
は
、前
営
業
日
）

　
乗
降
予
定
時
刻
は
、タ
ク
シ
ー
事
業
者

か
ら
連
絡
さ
れ
ま
す
。

●
利
用
者
登
録

　
利
用
さ
れ
る
方
は
、事
前
に
登
録
が
必

要
で
す
。口
和
支
所
市
民
課
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
比
和
】

㈱
比
和
観
光

鈎
０
８
２
４
―
８
５
―
２
６
１
２

【
口
和
】

㈲
口
和
タ
ク
シ
ー

鈎
０
８
２
４
―
８
９
―
２
４
０
１

　
※
口
和
地
域
で
は
、口
和
地
域
生
活
バ

ス
と
患
者
輸
送
車
を
廃
止
統
合
し
、こ
の

予
約
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
試
験
運
行
を
導
入

し
ま
し
た
。

乗
車
券
購
入
場
所

※祝日と盆及び年末年始は
　運休します。

市民生活課生活安全係　鈎0824―73―1154
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綿
�
陽

庄　原
綿
�
陽

庄　原

　
綿
陽
市
消
防
代
表
団
12
人（
団

長
・
陳
友
学
中
国
共
産
党
綿
陽
市

委
員
会
常
務
委
員
・
綿
陽
市
政
法

委
員
会
書
記
）が
８
月
25
日
か
ら

27
日
ま
で
の
３
日
間
、庄
原
市
を

友
好
訪
問
し
ま
し
た
。

　
中
国
四
川
省
綿
陽
市
と
の
友

好
関
係
は
、平
成
２
年
９
月
に
旧

庄
原
市
と
の
間
で「
経
済
技
術
友

好
協
力
協
定
」を
締
結
し
て
以
来
、

相
互
の
公
式
訪
問
を
は
じ
め
行
政
・

議
会
・
青
少
年
・
農
業
・
消
防
な
ど
、

多
く
の
市
民
参
加
の
中
、様
々
な

形
で
交
流
を
重
ね
、合
併
後
も
そ

の
関
係
は
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
綿
陽
市
消
防
関
係
者
の

訪
問
は
、５
年
前
に
続
き
２
回
目

で
す
。

　
滝
口
季
彦
市
長
及
び
山
口
忠

男
消
防
団
長
を
表
敬
訪
問
し
た
後
、

庄
原
消
防
署
や
備
北
地
区
消
防

広
域
行
政
組
合
消
防
本
部（
三
次

市
）
を
視
察
。
翌
日
は
庄
原
市
消

防
団
の
ポ
ン
プ
操
法
を
見
学
す

る
な
ど
、
消
防
関
係
を
中
心
に
、

精
力
的
な
視
察
と
消
防
関
係
者

と
の
積
極
的
な
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、８
月
26
日
の
庄
原
よ
い

と
こ
祭
の
パ
レ
ー
ド
へ
も
、庄
原

市
消
防
団
幹
部
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
参
加
す
る
な
ど
、市
民
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
で
は
、こ
れ
ら
の

視
察
・
交
流
活
動
を
通
じ
て
、
消

防
関
係
者
の
更
な
る
相
互
理
解

と
友
好
関
係
の
促
進
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん
と

の
友
好
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

綿陽市消防代表団が

友好訪問
総務課行政係　　　鈎0824―73―1123
企画課企画調整係　鈎0824―73―1128

�
�  

�
�
�
�

　
西
城
地
域
で
運
行
す
る
西
城
交
通
バ
ス

と
、庄
原
地
域
で
運
行
す
る
庄
原
地
域
生

活
バ
ス
に
つ
い
て
も
、統
一
運
賃
に
よ
る

運
賃
改
定
を
行
い
ま
し
た
。な
お
、今
年
３

月
運
行
を
開
始
し
た
東
城
地
域
生
活
バ
ス

は
、す
で
に
統
一
運
賃
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

■
西
城
地
域
で
運
行
す
る
バ
ス
つ
な
ぎ

輸
送
に
つ
い
て
、よ
り
効
率
的
な
運
行
と

す
る
た
め
予
約
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

■
東
城
市
街
地
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
、よ

り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、一
日
の
運

行
回
数
を
増
や
し
、運
行
方
向
を
西
回
り

の
み
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
土
曜

日
に
運
行
し
、水
曜
日
を
運
休
日
と
し
ま

し
た
。

■
呉
ケ
峠（
神
石
高
原
町
）と
帝
釈（
東
城

町
）を
結
ぶ「
呉
ケ
峠
・
帝
釈
線
」は
、利
用

率
が
著
し
く
低
い
た
め
平
成
18
年
９
月

30
日
限
り
で
廃
止
し
ま
し
た
。（
な
お
、土

生
～
呉
ケ
峠
間
は
、引
き
続
き
運
行
さ
れ

ま
す
。）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、行
政
文
書
な
ど
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、各
支
所(

庄
原
地
域

は
本
庁)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
見
直
し

地域生活交通の見直し状況

比和地域
●市営バス運賃及び減免割合改定
●予約乗合タクシーを試験運行
【定路線運行型】布見、古頃地区
　　　　　　　森脇線の一部の便
（布見、古頃地区の市営バス廃止）

口和地域
●予約乗合タクシーを試験運行
【定路線運行型】全地域
【戸口運行型】大月、向泉、永田
　　　　　　以外の地域
（口和地域生活バスと
　　　　患者輸送車を廃止統合）

庄原地域
●庄原地域生活バス運賃改定
●市街地循環バス経路延長
　(H18.7.1～）

総領地域
●運賃有料化
　（福祉生活バスを市営バスに）

高野地域
●運賃有料化
　（福祉バスを市営バスに）

西城地域
●運賃改定
●バスつなぎ輸送の予約制導入

東城地域
●市街地循環バスダイヤ
　見直し（H18.7.31～）
●呉ケ峠帝釈線廃止
　(H18.9.30）

凡　例

市営バス路線

地域生活バス路線

予約乗合タクシー
（定路線運行型路線）

予約乗合タクシー
（戸口運行型利用エリア）

市役所・支所

高野支所高野支所

比和支所比和支所

西城支所西城支所

東城支所東城支所

庄原市役所庄原市役所

口和支所口和支所

総領支所総領支所

※一般の路線バス等を除く　※日付のないものは平成18年10月1日～

よいとこパレードに参加

市長と団長が意見交換

庄原市消防団と交流

運
賃
改
定【
西
城
・
庄
原
】
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綿
�
陽

庄　原
綿
�
陽

庄　原

　
綿
陽
市
消
防
代
表
団
12
人（
団

長
・
陳
友
学
中
国
共
産
党
綿
陽
市

委
員
会
常
務
委
員
・
綿
陽
市
政
法

委
員
会
書
記
）が
８
月
25
日
か
ら

27
日
ま
で
の
３
日
間
、庄
原
市
を

友
好
訪
問
し
ま
し
た
。

　
中
国
四
川
省
綿
陽
市
と
の
友

好
関
係
は
、平
成
２
年
９
月
に
旧

庄
原
市
と
の
間
で「
経
済
技
術
友

好
協
力
協
定
」を
締
結
し
て
以
来
、

相
互
の
公
式
訪
問
を
は
じ
め
行
政
・

議
会
・
青
少
年
・
農
業
・
消
防
な
ど
、

多
く
の
市
民
参
加
の
中
、様
々
な

形
で
交
流
を
重
ね
、合
併
後
も
そ

の
関
係
は
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
綿
陽
市
消
防
関
係
者
の

訪
問
は
、５
年
前
に
続
き
２
回
目

で
す
。

　
滝
口
季
彦
市
長
及
び
山
口
忠

男
消
防
団
長
を
表
敬
訪
問
し
た
後
、

庄
原
消
防
署
や
備
北
地
区
消
防

広
域
行
政
組
合
消
防
本
部（
三
次

市
）
を
視
察
。
翌
日
は
庄
原
市
消

防
団
の
ポ
ン
プ
操
法
を
見
学
す

る
な
ど
、
消
防
関
係
を
中
心
に
、

精
力
的
な
視
察
と
消
防
関
係
者

と
の
積
極
的
な
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、８
月
26
日
の
庄
原
よ
い

と
こ
祭
の
パ
レ
ー
ド
へ
も
、庄
原

市
消
防
団
幹
部
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
参
加
す
る
な
ど
、市
民
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
今
回
の
訪
問
で
は
、こ
れ
ら
の

視
察
・
交
流
活
動
を
通
じ
て
、
消

防
関
係
者
の
更
な
る
相
互
理
解

と
友
好
関
係
の
促
進
が
図
ら
れ

る
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん
と

の
友
好
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

綿陽市消防代表団が

友好訪問
総務課行政係　　　鈎0824―73―1123
企画課企画調整係　鈎0824―73―1128

�
�  

�
�
�
�

　
西
城
地
域
で
運
行
す
る
西
城
交
通
バ
ス

と
、庄
原
地
域
で
運
行
す
る
庄
原
地
域
生

活
バ
ス
に
つ
い
て
も
、統
一
運
賃
に
よ
る

運
賃
改
定
を
行
い
ま
し
た
。な
お
、今
年
３

月
運
行
を
開
始
し
た
東
城
地
域
生
活
バ
ス

は
、す
で
に
統
一
運
賃
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

■
西
城
地
域
で
運
行
す
る
バ
ス
つ
な
ぎ

輸
送
に
つ
い
て
、よ
り
効
率
的
な
運
行
と

す
る
た
め
予
約
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

■
東
城
市
街
地
循
環
バ
ス
に
つ
い
て
、よ

り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、一
日
の
運

行
回
数
を
増
や
し
、運
行
方
向
を
西
回
り

の
み
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
土
曜

日
に
運
行
し
、水
曜
日
を
運
休
日
と
し
ま

し
た
。

■
呉
ケ
峠（
神
石
高
原
町
）と
帝
釈（
東
城

町
）を
結
ぶ「
呉
ケ
峠
・
帝
釈
線
」は
、利
用

率
が
著
し
く
低
い
た
め
平
成
18
年
９
月

30
日
限
り
で
廃
止
し
ま
し
た
。（
な
お
、土

生
～
呉
ケ
峠
間
は
、引
き
続
き
運
行
さ
れ

ま
す
。）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、行
政
文
書
な
ど
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、各
支
所(

庄
原
地
域

は
本
庁)

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の
見
直
し

地域生活交通の見直し状況

比和地域
●市営バス運賃及び減免割合改定
●予約乗合タクシーを試験運行
【定路線運行型】布見、古頃地区
　　　　　　　森脇線の一部の便
（布見、古頃地区の市営バス廃止）

口和地域
●予約乗合タクシーを試験運行
【定路線運行型】全地域
【戸口運行型】大月、向泉、永田
　　　　　　以外の地域
（口和地域生活バスと
　　　　患者輸送車を廃止統合）

庄原地域
●庄原地域生活バス運賃改定
●市街地循環バス経路延長
　(H18.7.1～）

総領地域
●運賃有料化
　（福祉生活バスを市営バスに）

高野地域
●運賃有料化
　（福祉バスを市営バスに）

西城地域
●運賃改定
●バスつなぎ輸送の予約制導入

東城地域
●市街地循環バスダイヤ
　見直し（H18.7.31～）
●呉ケ峠帝釈線廃止
　(H18.9.30）

凡　例

市営バス路線

地域生活バス路線

予約乗合タクシー
（定路線運行型路線）

予約乗合タクシー
（戸口運行型利用エリア）

市役所・支所

高野支所高野支所

比和支所比和支所

西城支所西城支所

東城支所東城支所

庄原市役所庄原市役所

口和支所口和支所

総領支所総領支所

※一般の路線バス等を除く　※日付のないものは平成18年10月1日～

よいとこパレードに参加

市長と団長が意見交換

庄原市消防団と交流

運
賃
改
定【
西
城
・
庄
原
】
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財
政
課
財
政
係
�
鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
２
９

�
庄
原
市
�
�
関
西
以
西
�
�
最

大
�
市
域
面
積
�
�
�
�
�
�
皆

�
�
�
生
活
基
盤
整
備
�
�
�

�
�
処
理
施
設
�
道
路
�
下
水
道

�
�
�
整
備
�
行
�
�
�
�
�
�
�

�
�
結
果
�
�
�
�実
質
公
債
費

比
率
が
20
・
７
％
�
県
内
�
市
町

�
�
�
�
番
目
�
高
�
数
値
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
数
値
�
高
�

�
財
政
破
綻
に
つ
な
が
る
と
い

う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
�
�
将

来
�
�
�
�
�
�
負
担
�
多
�

�
�
�
間
違
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�合
併
後
の
平
成
17

・
18
年
度
は
合
併
前
10
年
間
の
平

均
に
比
べ
建
設
事
業
費
を
５
割

程
度
に
減
ら
し
�
原
則
�
�
�
毎

年
度
�返
す
元
金
以
上
に
は
借
金

を
し
な
い
�
�
�
借
金
�
�
�
以

上
増
�
�
�
�
努
力
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
借
金
�
元
金
部

分
�
借
�
�
�
�
�
年
間
�
返

済
�
�
�
�
�
�
�
後
10
年
�
30

年
�
�
�
長
期
間
�
�
�
�
返

�
�
�
�
制
度
�
�
�
�
�
�
�

負
担
�
軽
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

今
後
�
実
質
公
債
費
比
率
�
�

�
�
�
上
昇
�
�
�
�
�
�
�

�
庄
原
市
�
財
政
状
況
�
�
地
方

交
付
税
�
平
成
12
年
度
�
比
較

�
�
平
成
18
年
度
�
29
�
�
億
円

�
減
�
�
�
�
地
方
交
付
税
�
振

�
替
�
�
�
�
�
臨
時
財
政
対

策
債
�
平
成
15
年
度
�
比
較
�

�
�
平
成
18
年
度
�
�
�
�
億
円

�
減
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
以

上
�
大
変
厳
�
�
状
況
�
�
�

�
�
�
限
�
�
�
予
算
�
中
�
効

率
的
�
安
定
的
�
行
政
�
�
�

�
�
行
�
�
�
�
�
現
在
�
平
成

18
年
度
�
�
向
�
�
10
年
間
�「
財

政
計
画
」�
作
成
�
�
�
�
�
�

�「
財
政
計
画
」
�
基
�
�
�「
人

件
費
」、「
施
設
の
維
持
管
理
費
」、

「
事
務
コ
ス
ト
」
な
ど
の
削
減
�

組
織
�
挙
�
�
全
力
�
取
�
組

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

危
機
的
財
政
状
況
�
乗
�
�
�

�
�
�
�
行
政
内
部
�
努
力
�

�
�
�
限
界
�
�
�
�
�
�「
建

設
事
業
の
抑
制
」
�
�
�
�
�「
使

用
料
等
の
見
直
し
」、「
補
助
金
の

見
直
し
」�「
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
」、

「
公
共
施
設
の
管
理
運
営
の
あ
り

方
」な
ど
を
検
討
�
安
定
的
�
財

政
運
営
�
行
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
市
民
�
皆
�
�
��
負
担
�
増
�

�
�
�
�
�
�
�
低
下
�
�
�
�

�
�
項
目
�
�
�
�
�
�
特
�
慎

重
�
検
討
�
行
�
�市
民
の
皆
さ

ん
の
負
担
増
は
最
小
に
と
ど
め

る
�
�
�
�
�
持
続
可
能
�
効
率

的
行
政
�
�
�
�
�
行
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
財
政
計

画
�
実
現
�
向
�
�
取
�
組
�

�
行
�
�
�
�
皆
�
�
�
�
理
解

�
�
協
力
�
�
願
�
�
�
�
�

黄
信
号

実
質
公
債
費
比
率

財
政
状
況
と
持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
て

市
民
生
活
へ
の
影
響
を

最
小
限
に

す
ぐ
に
は
下
が
ら
な
い

実
質
公
債
費
比
率

財
政
危
機
を
乗
り
切
る

た
め
の
財
政
計
画

(

例)

平
成
16
年
借
入
�
�
場
合

�
�
年
間
据
置
�
�
平
成
20
年

�
�
元
金
�
返
済
�
始
�
�
�平

成
29
年
�
返
済
�
終
�
�
�
�
�

単位：億円

全会計の年度別　借入額及び元金返済額の推移（計画）

H10 　 H11 　 H12 　 H13 　 H14 　 H15 　 H16 　 H17 　 H18 　 H19 　 H20 　 H21

90

80

70

60

50

40

30

20

10

合併 借入額

元金返済額

※H17年度は地域振興基
金造成事業33.25億円の
借入れを除く借入額。

8,424

4,452 4,546

4,803

5,136

5,501
5,9565,956

6,280

6,636 6,627

5,6275,627 6,280

6,636 6,627

6,593

4,367

7,433

6,766
7,067

7,707

5,336

6,337

5,111

5,275

3,653

7,5127,669

�
�
�「
実
質
公
債
費
比
率
」は
、

市
町
村
の
借
金
の
割
合
を
示

す
数
値
�
��
�
数
値
�
高
�

�
�
借
金
�
多
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�18
％
未
満
�
�
�

�
�県
�
許
可
�
�
借
金
�
行

�
�
�
�
�
�
�25
％
以
上
�

�
�
�
段
階
的
�
一
部
�
�

金
�
借
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

税別徴収率一覧表 （単位：％）

個 人 市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

税全体（国保を除く）

国民健康保険税

95．71

79．58

96．16

86．70

87．51

96.63

81.17

96.97

88.26

89.44

92．5

93．9

92．1

94．4

75．0

平成17年度平成16年度 平成17年度県平均（市町全体）税　　　目

※ 税
務
課
徴
収
対
策
係
�
鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
４
５

市
税
の
徴
収
状
況

�
本
市
�
市
税
�
徴
収
率
�
低
�
原

因
�
�
�
�
�
東
城
支
所
管
内
�
一
法

人
�
�
�
�
�
巨
額
�
固
定
資
産
税

�
滞
納
�
�
�
�
�
�
�
�
�
一
件
�

滞
納
�
�
�
庄
原
市
�
市
税
全
体
滞

納
額
�
71
�
�
�
�
占
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
滞
納
額
�
除
�
�
本

市
�
徴
収
率
�
95
�
21
�
�
�
�
�
県

内
市
部
�
�
第
�
番
目
�
位
置
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
法
人
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
巨

額
�
滞
納
�
�平
成
�
年
�
�
始
�
�
�

以
後
納
付
督
促
�
不
動
産
差
�
押
�
�

�
�
�
行
�
�
�
�
�
�
�
�
平
成
13

年
�
不
渡
�
事
故
以
来
�
�
�
�
�
全

体
�
経
営
状
況
�
悪
化
�
�
納
税
�
窓

口
�
�
�
�
法
人
�
�
連
絡
不
能
�

状
態
�
続
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
弁
護
士
�
税
務
署
�
県
税

務
局
�
徴
税
�
�
�
�
�
�
�
�
�
債

権
回
収
�
�
�
�
協
議
�
重
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
機
関
�
�
�
徴

収
�
非
常
�
困
難
�
�
�
見
解
�
�
徴

収
対
策
�
苦
慮
�
�
�
�
�
�
実
態

�
�
�
�
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小規模災害の復旧を支援します

－

37.5％

112,500円

70.0％

210,000円

建設課耕地係　 　　 鈎0824―73―1136

西城支所環境建設課  鈎0824―82―2182

東城支所建設課　　  鈎08477―2―5141

口和支所環境建設課  鈎0824―87―2113

高野支所環境建設課  鈎0824―86―2113

比和支所環境建設課  鈎0824―85―3003

総領支所環境建設課  鈎0824―88―3065

中国横断自動車道尾道・松江線関連工事に着手

災 　 害 　 名 対象事業費 地元負担率（額）

30万円以上60万円未満

25万円以上40万円未満

（例）事業費30万円の場合

25万円以上40万円未満

（例）事業費30万円の場合

※今回の災害で、これまで災害復旧対象とならなかった農 
　林施設や農地の災害について、建設課耕地係及び各支所
　の担当課へお問い合わせください。

　国土交通省三次河川国道事務所が整備を担当している中国横断自動車道尾

道・松江線のうち、庄原市口和町で関連工事に着手しました。この工事は、本線工

事の進入路として利用される工事用道路を整備するもので、庄原市内の中国横

断自動車道尾道・松江線関連工事として最初の土音が響くことになりました。

　工事中は、市民の皆さんにご迷惑をおかけすることになりますが、ご理解・ご

協力をお願いします。

工事場所／口和町下本谷地内

工事内容／市道本谷線からの工事用道路

（延長＝約160ｍ、幅員＝4ｍ）建設など

工期／平成18年8月から平成19年2月

連絡先／国土交通省三次河川国道事務所

工務課（口和工区担当）　鈎0824―63―4121

口和支所環境建設課　　鈎0824―87―2113

公共土木施設

農 林 施 設

農　　　　地

単 独 災 害 復 旧 制 度 創 設

　今年7月18日夜から19日朝までの梅雨前線によ

る豪雨は記録的な大雨となり、市内に大きな被害を

もたらしました。6月22日～7月20日の間に市内で

発生した公共土木関係（市道・普通河川）及び農地・

農業用施設並びに林道関係の被害箇所は743件、被

害額は約20億7,300万円となっています。

　この被災箇所は農地・農業用施設並びに林道が一

件当り40万円以上、公共土木施設は一件当り60万

円以上の被害額のものが国の災害復旧制度の対象

となり、国から高率な補助金が交付されます。市で

は国の災害復旧制度に満たない農林施設災害及び

公共土木施設災害について、このたび単独災害復旧

制度を創設し、災害復旧にあたることにしました。

　この制度は共同利用の農林施設で水路・ため池・

頭首工・農道・林道などが被災し、復旧事業費25万円

以上40万円未満の被災箇所が対象となります。

　地元負担は対象事業費の37.5％で工事費や測量

設計費などの一部が負担となります。

　また、農地災害の復旧につきましては、市の単独

事業の農林施設整備事業の利用が可能です。

申請及び問い合わせ先

建設課高速道・ダム係　鈎0824―73―1118

モーモー
物産館

至三次

至高野 至高野

ほたる見
公園 ●

●

消防署
口和支所

●
●

39
●工事場所

申請期日

平成18年11月2日(木)

インターネットを活用して
『みんなのやりたいことワークショップ』
開設します
　市民が主役のまちづくりを一層進めるため、インターネットを活用したワ

ークショップ（自由に意見交換などできる集いの場）を10月10日に開設しま

す。このワークショップのテーマは、当面『観光』と『定住』とします。このテー

マで皆さんがやってみたい活動について、自由に意見・情報交換していただ

き、交流を深め、活動につながる場として開設するものです。

庄原市ホームページ（http://www.

city.shobara.hiroshima.jp）のト

ップページから入ります。

『観光ワークショップ』か『定住者

を増やすワークショップ』のどち

らかクリックして選んでください。

メッセージ欄にご意見を入力下さい。

入力後、送信ボタンをクリックし

て下さい。

意見を書くためには、あらかじめ会員登録が必要です。なお、意見に対するコメントのみの場合は会
員登録が不要です。個人のプライバシーに関する情報や誹謗中傷するような意見は書かないで下さ
い。詳細については利用規約をご覧ください。
■問い合わせ　商工観光課観光交流係　鈎0824―73―1178

画面の説明

　庄原地域では、平成15年５月に、
広く市民に呼びかけて、市民活
動と市街地の活性化をめざし「み
んなのやりたいことワークショ
ップ」を立上げました。
　この集いには、会社員や医師、
大学生、商店主、会社経営者、公
務員など約100人が参加され、
当時、「にぎわいづくり・観光振興・
ギャラリーとシアター整備（後
に楽笑座となりました）・パソコ
ン利活用・食廃油リサイクル・市

民交流サロンの利用」の７つの
ワークショップが生まれ、それ
ぞれの活動が進められてきました。
庄原地域のワークショップは、
誰でも参加でき、提案・検討だけ
でなく、実践する組織をめざし、
それぞれ夢を実現されています。

　このようなまちおこし・地域
おこしなどの会議は、通常、会議
室などに集まって、意見を出し

合うのですが、インターネット
上なら、わざわざ会議室に集ま
らなくても、自宅などで参加す
ることができます。広い庄原市、
同じ思いの方々が遠く離れてい
ても、意見交換、交流や活動でき
ます。皆さんぜひご活用ください。

※このワークショップは、意見
を一方的に提案するだけではなく、
参加者相互で意見を出し合ったり、
それを発展させ、活動につなが
ることを目的としています。

ワークショップの実績

インターネットを活用した

場合の利点

市民が主役のまちづくり

※注意事項
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安
心
　
　

安
全
な
毎
日
の
た
め
に

＆

防
災
編

平
成
18
年
秋
季
全
国
火
災

予
防
運
動
が
は
じ
ま
り
ま
す

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

悪
質
訪
問
に
ご
用
心

住宅の耐震改修に係る固定資産税の減額について
　昭和57年1月1日以前の住宅について、一定の耐震改修工事を施した場合、その改修住宅に係る固定資
産税額の2分の1を減額する制度が創設されました。

昭和57年1月1日以前から所在する住宅
併用住宅の場合、居住部分の床面積が家屋全体の床面
積の2分の1以上である必要があります。

平成18年～21年までの改修の場合→翌年度から3年間
平成22年～24年までの改修の場合→翌年度から2年間
平成25年～27年までの改修の場合→翌年度の1年間

居住部分の床面積が120㎡までのものは、そ

の全部が減額対象に、120㎡を超えるものは、

120㎡に相当する部分が減額対象となります。

耐震改修の完了後3ヵ月以内に「耐震基準適合
住宅に係る固定資産税減額申告書」へ次の書
類を添付して、税務課または各支所へ提出し
てください。
①建築士や指定確認検査機関等が発行する「耐
　震基準適合証明書」
②耐震改修に要した費用を証する書類（領収
　書等の写しなど）

税務課資産税係鈎0824―73―1144

または各支所税務担当課

■対象となる住宅は

■減額期間は

■減額対象の床面積は

■減額を受けるための手続きは

４
つ
の
対
策

　『
消
さ
な
い
で
　
あ
な
た
の
心
の

注
意
の
火
』を
防
火
標
語
と
し
て
、

11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま
で
の

７
日
間
、秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

数
は
１
、２
２
０
人
と
急
増
し
、過

去
最
悪
の
事
態
を
迎
え
た
こ
と
や

今
後
の
更
な
る
増
加
を
懸
念
し
、住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化

に
併
せ
て「
住
宅
防
火
推
進
宣
言
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、市
民
一
人
ひ
と

り
が
住
宅
防
火
対
策
に
つ
い
て
積

極
的
に
取
り
組
み
、火
災
の
な
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
　 

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
、衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら

の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、防
炎
品
を

使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置

す
る
。

●
お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
人

を
守
る
た
め
に
、隣
近
所
の
協
力
体

制
を
つ
く
る
。

　
　
　
　
　 

　
消
火
器
は
以
前
か
ら
訪
問
業
者

に
よ
る
悪
質
点
検
、販
売
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、

一
般
家
庭
の
み
な
ら
ず
会
社
な
ど

で
も
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。そ
し

て
、住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

は
、今
年
の
６
月
か
ら
新
築
住
宅
に

必
要
と
な
る
と
と
も
に
、既
存
住
宅

は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
便
乗
し
た
不
適
正
取
引
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
消
防
署
員
が
販
売
し
た
り
、特
定

の
業
者
に
販
売
を
依
頼
し
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
訪
問
販
売
で
契
約
し
て
し
ま
っ

て
も
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
機
器
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
電
気

店
に
あ
る
の
で
、比

べ
て
購
入
で
き
ま
す
。

●
購
入
の
目
安
と

し
て
、Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

の
つ
い
て
い
る
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
訪
問
販
売
や
電
話
に
よ
る
勧
誘

は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
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消
火
器
は
以
前
か
ら
訪
問
業
者

に
よ
る
悪
質
点
検
、販
売
に
よ
る
ト

ラ
ブ
ル
が
各
地
で
発
生
し
て
お
り
、

一
般
家
庭
の
み
な
ら
ず
会
社
な
ど

で
も
被
害
に
あ
っ
て
い
ま
す
。そ
し

て
、住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

は
、今
年
の
６
月
か
ら
新
築
住
宅
に

必
要
と
な
る
と
と
も
に
、既
存
住
宅

は
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に
設

置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
に
便
乗
し
た
不
適
正
取
引
が

発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

●
消
防
署
員
が
販
売
し
た
り
、特
定

の
業
者
に
販
売
を
依
頼
し
た
り
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
訪
問
販
売
で
契
約
し
て
し
ま
っ

て
も
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
機
器
は
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
や
電
気

店
に
あ
る
の
で
、比

べ
て
購
入
で
き
ま
す
。

●
購
入
の
目
安
と

し
て
、Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク

の
つ
い
て
い
る
も

の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　
訪
問
販
売
や
電
話
に
よ
る
勧
誘

は
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

庄
原
消
防
署

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
９
９
１
１

庄
原
消
防
署
西
城
出
張
所

鈎
０
８
２
４
―
８
２
―
２
１
９
３

庄
原
消
防
署
高
野
出
張
所

鈎
０
８
２
４
―
８
６
―
２
９
５
５

三
次
消
防
署
口
和
出
張
所

鈎
０
８
２
４
―
８
７
―
２
４
５
５

三
次
消
防
署
甲
奴
出
張
所

鈎
０
８
４
７
―
６
７
―
２
２
８
２

東
城
消
防
署

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
４
０
０
５
　

問い合わせ



　銃剣道とは、槍術に似た近代武道のこと

で、銃の先端に銃剣をつけ、接近戦で戦え

るようにしたことから銃剣道という。現在

では、国民体育大会の正式種目に指定され、

また主に自衛官を中心に各地で学生・社会

人の部を含めた大会が行われている発展

中の武道スポーツ。

　競技は10メートル四方の仕切りの中で、

相手の有効部位（胴・小手・ノド）を、木銃と

呼ばれる木製の長い銃をかたどった剣で

突き、審判が有効突きかどうかを判断し勝

敗が決まる。

　小奴可剣友会は、昭和57年5月に発足。文

武両道をモットーに、小学生から高校生ま

で17人のメンバーが週2回の練習を行い、

各種大会に参加している。

銃剣道

小奴可剣友会

個人小学5・6年生女子の部優勝　

長谷葉月さん

（小奴可小学校6年）
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小
奴
可
剣
友
会
が

全
日
本
少
年
武
道
錬
成
大
会
で
準
優
勝

■団体中学生の部　準優勝
　名越光希、田邊芳佳、立川翔太
■団体小学生の部　準優勝
　長谷葉月、中原裕佳、立川　茜
■個人中学2年生男子の部
　優勝　立川翔太
　個人小学5・6年生女子の部
　優勝　長谷葉月、敢闘賞　田邊円香

　発足から25年間にわたり、
情熱と愛情を持って子ども
たちを指導。「子どもたちが
一所懸命練習に取り組んで
いる姿を見ると感動し、涙
があふれる時もありますが、
武道を通じて、心と体を鍛え、
強くたくましく、勇気と正
義感をもった子どもたちを
育成し、将来社会に役に立
つ人になってもらいたい」
と望む。
■広島県銃剣道連盟理事長。

■銃剣道教士八段、短剣道教士 

　八段、

■剣道五段、居合道五段。

■銃剣道A級審判員。

■公認スポーツ指導員。

　
日
本
武
道
館
で
８
月
２
日
に
行

わ
れ
た
平
成
18
年
度
全
日
本
少
年

武
道
錬
成
大
会
に
、広
島
県
代
表

と
し
て
出
場
し
た
東
城
の
小
奴
可

剣
友
会
が
銃
剣
道
・
団
体
の
部
で

準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
団
体
小
学
生
の
部
に
各
県
を
勝

ち
抜
い
た
16
チ
ー
ム
が
出
場
、ま

た
、団
体
中
学
生
の
部
に
は
17
チ

ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。他
の
団

体
チ
ー
ム
が
男
子
で
編
成
す
る
中
、

小
奴
可
剣
友
会
は
中
学
校
２
年
生

の
立
川
翔
太
く
ん
を
除
き
、全
て

女
子
。体
格
や
体
力
に
勝
る
全
国

の
強
豪
に
挑
み
ま
し
た
。

　「
田
舎
の
子
ど
も
た
ち
な
の
で
、

武
道
館
の
大
き
さ
や
人
の
多
さ
に

圧
倒
さ
れ
、精
神
的
な
弱
さ
が
で

な
け
れ
ば
」と
、子
ど
も
た
ち
を
指

導
す
る
井
澤
継
男
さ
ん
は
心
配
。

試
合
前「
大
舞
台
で
自
分
を
試
す

チ
ャ
ン
ス
。勝
負
ご
と
も
大
事
だ

が
悔
い
の
な
い
試
合
を
し
て
が
ん

ば
れ
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　
試
合
は
１
チ
ー
ム
３
人
で
、３

分
間
の
３
本
勝
負
。子
ど
も
た
ち

は
、頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
る
ほ

ど
の
緊
張
の
中
、積
極
的
に
責
め

て
１
回
戦
を
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。

２
回
戦
か
ら
は
緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、

伸
び
伸
び
と
し
た
剣
が
で
ま
し
た
。

ま
た
、相
手
に
取
ら
れ
た
ら
、す
ぐ

に
取
り
返
す
勝
負
強
さ
が
目
立
ち

ま
し
た
。「
勝
ち
た
い
！
」と
い
う

気
持
ち
が
１
つ
に
な
り
、３
人
が

互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
送
る
な
ど
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
良
さ
で
、一
戦

一
戦
大
事
に
勝
ち
上
が
り
、上
位

に
進
出
し
ま
し
た
。

　
団
体
小
学
生
は
、決
勝
ま
で
全

て
３
―
０
で
順
調
に
勝
ち
上
が
り
、

決
勝
は
神
奈
川
県
代
表
の
本
間
道

場
と
対
戦
し
、惜
し
く
も
１
―
２

で
敗
れ
た
も
の
の
、堂
々
の
準
優

勝
。出
場
し
た
３
人
は「
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
成
績
で
、う
れ
し
か

っ
た
。だ
け
ど
、決
勝
で
負
け
た
時

は
悔
し
か
っ
た
」と
喜
び
の
中
に

悔
し
さ
も
味
わ
い
ま
し
た
。

　
団
体
中
学
生
は
、大
将
の
立
川

翔
太
く
ん
を
中
心
に
ま
と
ま
り
、

昨
年
の
３
位
を
越
え
る
準
優
勝
。

名
越
光
希
さ
ん
と
田
邊
芳
佳
さ
ん

は「
相
手
は
男
子
で
、大
き
な
体
格

で
恐
さ
も
あ
っ
た
が
、気
持
ち
で

負
け
な
い
よ
う
に
攻
め
た
こ
と
が

よ
か
っ
た
」と
大
会
を
振
り
返
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、個
人
戦
で
も
立
川
翔
太

く
ん
と
長
谷
葉
月
さ
ん
が
初
優
勝

を
飾
る
な
ど
、上
位
成
績
を
収
め

ま
し
た
。

　
過
去
最
高
の
成
績
に
、井
澤
継

男
さ
ん
は「
小
奴
可
剣
友
会
の
良

さ
は
、言
っ
た
こ
と
を
素
直
に
受

け
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
こ
と
。試
合
で
も
基
本
動
作
に

忠
実
に
素
直
な
剣
を
出
し
て
い
た
。

来
年
は
相
手
を
か
く
乱
す
る
動
き

を
磨
き
、ぜ
ひ
優
勝
し
た
い
」と
新

た
な
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

CLOSE UP
クローズ

アップ
CLOSE UP

クローズ

アップ

成　績

指導者

井澤継男さん（東城町千鳥）

　「3年連続負けつづけた北
海道の村上浩隆くんに勝つ
ことだけを考えていた」。最
大のライバルに3回戦で対
戦し1－0で勝利、その勢い
で初優勝した。剣友会のリ
ーダー的存在で、下級生の
手本となっている。「きれい
に突きが入った時は、最高
の気分。来年も優勝し2連覇
を達成したい」と話す。

個人中学2年生男子の部優勝

立川翔太くん（小奴可中学校2年）

　「優勝した瞬間は、うれし
くて最高の気分だった。周
りのみんなのおかげ」とに
っこり。小学校の最高学年
として、チームを引っ張った。

話題の人に迫る
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戦没者追悼式並びに平和祈念式典

大屋小学校で映画「ヒナゴン」の上映会

恒久平和への誓い新たに

「あの夏をもう一度」ロケ地で再会を楽しむ

　庄原市戦没者追悼式並びに平和祈念式典が8月23日、庄原市民会館で行わ

れました。式には各地域の遺族をはじめ、関係機関・団体の代表者、小中学生

ら約650人が参列し、戦火に散った故人のめい福を祈り、恒久平和への誓いを

新たにしました。

　式典で滝口季彦市長は「平和の大切さを改めて深く心に刻み、恒久平和を

確立していくことが私たちに課せられた重大な使命。21世紀を平和の世紀と

して恒久平和の確立をめざすとともに、郷土の発展に全力を尽くすことを誓

います」と式辞を述べました。

　また、関西吟詩文化協会による追悼吟詠、庄原児童合唱団による児童合唱、

庄原実業高等学校による吹奏楽演奏などが行われました。

　映画「ヒナゴン」の上映会が8月12日、西城の大屋小学校で開催されました。

　この映画は直木賞作家、重松清の小説を映画化したもので、37年前に西城

町に出現した謎の類人猿ヒバゴンをモチーフに、合併に揺れる架空のまち「比

奈町」と、「ヒナゴン」に思いをはせる住民の姿を描いています。平成16年夏、

1カ月間のロケが行われ、休校中の大屋小学校は、比奈小学校として映画に登

場。大屋地区では「あの賑わいをもう一度」と、実行委員会をつくり準備を進

めてきました。校庭では、地域住民による屋台が出され、地元アマチュアバン

ドによる映画主題歌「すばらしい日々」などが演奏されるなど、和やかな雰囲

気の中、上映会を楽しみました。

　渡邊孝好監督と、映画に出演した子役の皆さんも大屋小学校を訪れ、映画「ヒ

ナゴン」への思いや西城町での撮影の思い出などを語りあいました。監督自

らが撮影編集した、井川遥さん、伊原剛志さんなど出演者からのビデオメッ

セージも披露され、監督は「ヒナゴンは私の原点のような作品。毎年夏が来る

度、ヒナゴンと西城を思い出すでしょう」と話していました。

市内34人が対象、市内最高齢は104歳
100歳以上に敬老祝い金

　9月の老人保健福祉月間にあわせて、9月19日と21日、滝口季彦市長

が、市内の100歳以上の長寿者（明治40年3月31日以前に生まれた人）

を訪問し、敬老祝い金を手渡し長寿を祝いました。

　山内町の土井知慧子さんは、市長から祝い金が手渡されると、「わざ

わざ来てもらって、もったいないこと。本当にうれしい」と喜びました。

また毎日仏様にお経を唱えることが日課という土井さんは、「何でも

良く食べ、くよくよしないことが長生きの秘訣」と話していました。

「ことばの楽校」で永六輔さんが講演

あなたのことばを千年先の
「あの人」へ

　総領の木屋自治振興区が9月19日、木屋癒香の杜で、

永六輔さんをゲストに迎え「ことばの楽校」を開催し、

市内外から多くの人で賑わいました。

　永六輔さんは「食事の前に口にする"いただきます"

の意味」など、ことばについての講演をユーモアたっ

ぷりに話し、時折参加者から大きな笑い声が響きま

した。

　木屋自治振興区は、あなたの大切なことばを千年

先のあの人へ届けようと、「心に響くことば公園」づ

くりを進め、人生訓やあの人に贈りたいことばを募

集し、「心に響くことば大賞」を行っています。

　この日は、第２回「心に響くことば大賞」の表彰式

が行われ、上位入賞の作品を石碑にして設置しました。

比婆山神話めぐりと護符の水
比婆山の神話に触れるハイキング

　8月26日、休暇村吾妻山などを会場として「比婆山神話め

ぐりと護符の水」と題して、比婆山の史跡めぐりと自然観察

会が開催され、市内外から31人が参加しました。

　比婆山ハイキングでは、地元の越原みこと会の皆さんの

案内で、比婆山神話に伝わる史跡を訪ねながら、ゆっくりと

時間をかけて比婆山から吾妻山までを縦走。ハイキング講

師も同行し、登山道沿いの草花や樹木についても、丁寧に参

加者へ解説しました。参加者からは、「昔から言い伝えられて

きた神話はとても興味深く、先人たちがいかに比婆山や吾

妻山を信仰していたかがよくわかった」と話していました。

　また、ハイキングの後、休暇村吾妻山で広島県無形民俗文

化財である比婆斎庭神楽の「古式の舞」が上演され、古事記の

世界の古式豊かな舞いを堪能しました。

第3回高野町自治振興区グラウンド・ゴルフ大会

高野グリーンサーキット
でナイスショット

　9月2日、高野町自治振興区グラウンド・ゴルフ大会（高

野町自治振興区連絡協議会主催）が、高野グリーンサ

ーキット公認コースで開催されました。

　第3回を迎えた今大会は、高野地域の11自治振興区

から代表選手男女96人が参加して、グリーン・林間・フ

ラットコースの24ホールで熱戦が繰り広げられました。

日頃の練習の成果を発揮し、ホールインワンが出る度

に歓声が上がり、終始和やかな大会となりました。優

勝は新市自治振興区Ａ、準優勝は和南原自治振興区Ａ、

三位は上湯川Ｂチームという結果に終わりました。

　高野グリーンサーキットでは、グラウンド・ゴルフ

コースのほかに、レーザー銃で標的を狙う中国地方で

は唯一のレーザーガンゴルフが楽しめる18ホールの

コースも併設しています。スポーツの秋、ちょっと変

ったゴルフを楽しんでみませんか。

ひばさにわかぐら

ゆうこう

各
地
域
で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
＆
話
題
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

ぐ
る
り
し
ょ
う
ば
ら

カ
メ
ラ
レ
ポ
ー
ト

おっぱら 市長が式辞

思い出を語る子役の皆さん

市長から敬老祝金を受ける土井さん
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日本語スピーチコンテスト＆交流会in口和

東城の公民館「夏休み子ども教室」

日本語学習の成果を発表

光る泥だんごと竹とんぼづくり

　しょうばら国際交流協会と口和公民館が8月27日、口

和文化ホールで「第5回日本語学習者による日本語スピ

ーチコンテスト」を行いました。県内に在住している中国・

内モンゴル・ベトナム・アメリカ出身の13人が日ごろの

日本語学習の成果を発表しました。

　市内から5人が出場し、藤原小雪さんは中国と日本の

七夕祭りの違いを少女の視点でスピーチし、会場をわか

せました。また、重症急性呼吸器症候群（SARS）とたたか

った経験を話した県立広島大学主任研究員の肖黎さん

は金賞を、「指差し確認」と題してパフォーマンスを交え

ながらスピーチした研修生のチャン・ニャット・チュン

さんは審査員特別賞を受賞しました。

　交流会では、フィリピンの家庭料理や盆踊りなどで楽

しみました。

手作りの大会に16チームが参加

夏山ワクワクなぎなた
フェスティバル

　8月18日から20日の3日間、クロカンパーク内の

道後山高原総合体育館で、「平成18年度夏山ワクワ

クなぎなたフェスティバル（第9回国体開催記念な

ぎなた競技大会）」が開催されました。なぎなた競

技の普及と競技力の向上を目指すこの大会は、平

成8年ひろしま国体なぎなた競技の開催から10年

が経過する中、合宿練習と競技大会が一つになっ

た他に類を見ない全国大会として定着しています。

初心者を対象にした「基本の部」や「成年男子の部」

も設けられており、選手、監督、保護者の皆さんが、

主催者と一緒に大会運営に参加するなど、多くの

特徴をもっています。

　今年は、千葉県や大分県など、遠方から16チーム

約70人、小学生から社会人まで幅広い年齢層の競

技者が参加しました。2日目の練習後の「ふれあい

の夕べ」では、比婆牛や手打ちそば、トウモロコシ

など地元産品を味わいながらの交流会が行われ、

毎年参加する選手からは「今年も第二のふるさと

に帰ってきました」との声が聞かれました。大会運

営にあたった地元の「西城なぎなたこうじゅ会」の

代表加藤広行さんは、「任意団体がこのような大会

を運営するのは大変だが、遠方から毎年来てくれ

る人との交流を励みに、がんばって続けていきたい」

と話していました。

東城郵便局がボランティア活動
すがすがしい気持ちで通学

　9月2日、東城郵便局の職員が、東城中学校周辺の通学路

の街路樹の剪定と草取りを行いました。この日は12人が

参加して、2時間にわたり汗を流しました。

　このボランティア活動は、地域対策の一環として毎年

行われています。東城郵便局の平木幸夫局長は「登下校の

安全はもちろんですが、すがすがしい気持ちで新学期を

迎えてほしい」と話していました。

小鳥原小学校が地元の歴史・伝統産業を学ぶ

かつての伝統産業「たたら製鉄」に挑戦

　8月7日、小鳥原小学校の児童が、「たたら製鉄」に挑戦

しました。この取り組みは、地元の歴史や伝統産業に学

ぶ総合的な学習の一環として行われたもので、来年3月

児童数の減少により休校となる小鳥原小学校と地域へ

の愛着を深めることを目的としています。

　たたら製鉄は、炉に投じた砂鉄を木炭の燃焼熱で溶か

す古代からの日本独自の製鉄法。森林資源に恵まれた中

国山地はその中心地として栄え、小鳥原地区は、大正10

年まで、たたら産業が続けられていました。

　西城町在住の刀工久保善博さんの指導のもと、保護者

も協力して、グラウンドに高さ1.5メートル、直径40cmの

製鉄炉を設置。全校児童17人が汗だくになって、炎を吹

き上げる炉に砂鉄30kg、木炭60kgを入れ、木製のふいご

で風を送る作業を続けること6時間、不純物を取り除い

た5kgの鋼の塊「鉧」ができました。

　作業を終えた児童からは「すごく熱かったけど、ふい

ごで風を送るのはおもしろかった。たくさんの砂鉄と炭

からできる鋼はほんの少しで、昔はとても大変な作業だ

ったんだと思う」などの感想が聞かれました。久保善博

さんは、「たたら製鉄を体験することを通して、たたらが

栄えたふるさとの歴史や先人の知恵を子どもたちに知

ってもらいたい。今回みんなでつくった鋼で思い出に残

る物を作り、児童の皆さんに贈りたい」と話していました。

秋の交通安全「セーフティアーチin総領」

高齢者の事故防止・飲酒運転撲滅を目指す

　9月20日、「秋の全国交通安全運動」の一環として、庄原地区

交通安全協会などが市役所総領支所で秋の全国交通安全運動

推進大会「セーフティアーチ・in・総領」を開催しました。

　大会には、総領保育所や総領小学校、地域住民など約100人

が参加。高齢者の交通事故防止や飲酒運転の撲滅などを重点と

して、交通安全をPRしました。また、交通安全祈願のアトラク

ションとして、総領保育所の園児によるダンスや、黒目銭太鼓

グループによる銭バイが披露され、総領地区老人クラブ連合会

の山田久三さんと総領小学校２年生が『交通安全宣言』を行い

ました。

　その後、行われた交通安全教室では、子どもたちがパトカー

や白バイと一緒に写真を撮るなどして、喜んでいました。

CAMERA REPORT

けら

シャオリ

交通安全教室

竹とんぼを作る子どもたちなぎなたと剣道の異種試合

久保さんにふいごの使い方を学ぶ子どもたち

光る泥だんごが完成
　8月6日、帝釈環境改善センターで、横山利昭さ

んを講師に迎えて「光る泥だんごづくり教室」が

開催されました。参加した子どもたちは「大きい泥だんごを作りたいけど、

ひびがはいって難しい」と何度も挑戦していました。横山さんは「芯をし

っかりと作ること。仕上げ用により細かい土を使うことがポイント」とア

ドバイスしていました。

　また、8月24日、内堀健康増進センターでは、河村昭人さんを講師に迎え

竹とんぼを作りました。参加した子どもたちは普段あまり使うことのな

い小刀や錐・のこぎりなどに苦戦しながらも、何種類かの竹とんぼを作っ

て飛ばしました。河村さんが製作した5cmぐらいの小さな竹とんぼを飛ば

すと「こんなに小さい物が作れるなんてすごい。小さくても飛ぶんだね」

と驚いていました。

せんてい
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[

聴
覚]

　
10
月
19
日（
木
）

受
付
13
時
～
14
時

と
こ
ろ
　
備
北
地
域
事
務
所
第

3
庁
舎
2
階

※
１
週
間
前
ま
で
に
社
会
福
祉

課
生
活
福
祉
係

（
鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
6
6
）

へ
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
ト
レ
ス
・
対
人
関
係
の
悩
み
、

不
眠
や
イ
ラ
イ
ラ
、思
春
期
な
ど

の
心
の
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て

相
談
を
受
け
ま
す
。

と
き
　
10
月
19
日（
木
）

受
付
13
時
30
分
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
庄
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

備
北
地
域
保
健
所

鈎
0
8
2
4
―
6
3
―
5
1
8
1

　
各
地
域
で
人
権
擁
護
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
10
月
10
日（
火
）・
24
日（
火
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き
　
11
月
2
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

東
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
西
城
地
域

と
き

10
月
12
日（
木
）11
月
9
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ
　
西
城
公
民
館

●
高
野
地
域

と
き
　
10
月
23
日（
月
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
高
野
支
所

●
比
和
地
域

と
き
　
10
月
19
日（
木
）

13
時
30
分
～
16
時
30
分

と
こ
ろ

比
和
文
化
会
館

●
総
領
地
域

と
き
　
10
月
10
日（
火
）

9
時
～
12
時

と
こ
ろ

総
領
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

庄
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
　

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
0
3
1
1

　
年
金
を
中
心
と
し
た
社
会
保

険
全
般
の
相
談
を
受
け
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
10
月
10
日（
火
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時
　

と
こ
ろ

長
岡
本
社
ビ
ル
3
階
（
西
本
町
）

●
東
城
地
域

と
き
　
10
月
18
日（
水
）

10
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

と
こ
ろ
　
J
A
庄
原
東
城
支
店

問
い
合
わ
せ

三
次
社
会
保
険
事
務
所

鈎
0
8
2
4
―
6
2
―
3
1
0
7

　
解
雇
、配
置
転
換
、賃
下
げ
、セ

ク
ハ
ラ
、い
じ
め
な
ど
労
働
問
題

に
関
す
る
労
働
者
や
事
業
者
か

ら
の
相
談
を
、専
門
の
相
談
員
が

面
談
あ
る
い
は
電
話
で
受
け
付

け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ

ー
ナ
ー

鈎
0
8
2
―
2
2
1
―
9
2
9
6

広
島
北
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

鈎
0
8
2
―
8
1
2
―
2
1
1
5

広
島
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　
広
島
県
社
会
保
険
労
務
士
会

三
次
支
部
が
社
会
保
険
（
年
金
、

健
康
保
険
、
労
災
保
険
、
雇
用
保

険
な
ど
）、労
働
問
題（
解
雇
、賃
金
、

セ
ク
ハ
ラ
、
労
働
契
約
、
労
働
条

件
な
ど
）に
関
す
る
無
料
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

と
き
　
10
月
15
日（
日
）

13
時
～
16
時

と
こ
ろ

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
　

問
い
合
わ
せ

井
上
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

鈎
0
8
2
4
―
6
2
―
0
3
2
3

　
備
北
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

が
子
育
て
に
関
す
る
相
談
に
応

じ
ま
す
。

●
庄
原
地
域

と
き
　
10
月
20
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
東
城
地
域

と
き
　
10
月
27
日（
金
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

東
城
町
文
化
会
館

※
１
週
間
前
ま
で
に
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

庄
原
地
域

児
童
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
０
０
５
１

東
城
地
域

東
城
支
所
保
健
福
祉
課
福
祉
係

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
１
３
１

　
庄
原
市
・
三
次
市
・
県
建
築
士

会
県
北
支
部
・
三
次
消
防
署
が
、

ア
ス
ベ
ス
ト
・
耐
震
・
リ
フ
ォ
ー

ム
な
ど
、住
宅
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
ま
す
。

と
き

10
月
28
日（
土
）11
時
～
16
時

10
月
29
日（
日
）10
時
～
16
時

と
こ
ろ
　
広
島
県
立
み
よ
し
公

園
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

都
市
整
備
課
建
築
係

鈎
０
８
２
4
―
７
３
―
１
１
５
１

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
庄
原
で
は
、東

城
地
域
に
お
い
て
仕
事
の
相
談
、

雇
用
保
険
の
相
談
、そ
の
他
の
相

談
を
毎
月
第
２
水
曜
日
に
行
っ

て
い
ま
す
。

と
き
　
11
月
8
日（
水
）

10
時
～
12
時
　
13
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
役
所
東
城
支
所

※
東
城
地
域
以
外
の
方
も
相
談

で
き
ま
す
。

【
前
期
展
】

日
本
画
／
洋
画
／
写
真

10
月
15
日(

日)

～
20
日(

金)

【
後
期
展
】　
彫
塑
／
工
芸
／
書

10
月
25
日(

水)

～
29
日(

日)

10
時
～
18
時(

最
終
日
は
、前
期
後

期
と
も
、17
時
ま
で)

※
火
曜
日（
10
月
17
日
）は
休
館

と
こ
ろ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

【
巡
回
展
前
期
】

10
月
22
日(

日)

～
25
日(

水)

【
巡
回
展
後
期
】

11
月
７
日(

火)

～
10
日(

金)

10
時
～
18
時

(

後
期
最
終
日
は
15
時
ま
で)

と
こ
ろ

東
城
支
所

問
い
合
わ
せ

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

鈎
０
８
２
４
―
７
２
―
１
１
５
９

　
庄
原
市
で
は
、恒
久
平
和
に
対

す
る
市
民
の
願
い
を
継
承
し
確

立
す
る
た
め
、平
和
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

演
題

「
被
爆
体
験
と
こ
れ
か
ら
の
平
和

の
あ
り
方
」

講
師

広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究

所
助
教
授
　
水
本
和
実
さ
ん

と
き
　
10
月
30
日(

月)

18
時
30
分
～

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
　

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
行
政
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
2
3

　
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
ふ

れ
あ
い
と
自
然
体
験
い
っ
ぱ
い

の
お
祭
り
で
す
。

　
山
の
遊
び
場
・
動
物
ふ
れ
あ
い

体
験
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
各
種

バ
ザ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
・
子
育
て

応
援
情
報
ほ
か
　

と
き
　
11
月
５
日（
日
）10
時
～

と
こ
ろ
　
高
原
の
家
七
塚

問
い
合
わ
せ

第
６
回
こ
ど
も
ま
つ
り
実
行
委

員
会
事
務
局(

児
童
福
祉
課
子
育

て
支
援
係)

鈎
０
８
２
４
|
７
３
|
０
０
５
１

　
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏
界
の

最
高
峰
「
ハ
バ
ネ
ラ
・
サ
ク
ソ
フ

ォ
ン
四
重
奏
団
」が
や
っ
て
き
ま

す
。サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
と
い
う
と
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
で
の
お
な
じ
み
の

楽
器
で
す
が
、8
つ
の
国
際
室
内

楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
第
1
位
に
輝

い
た
フ
ラ
ン
ス
の
グ
ル
ー
プ「
ハ

バ
ネ
ラ
・
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
四
重
奏

団
」は
、音
色
の
素
晴
ら
し
さ
、抜

群
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
誇
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を

ぜ
ひ
聴
い
て
く
だ
さ
い
。

と
き
　
11
月
14
日（
火
）

開
場
18
時
　
開
演
18
時
30
分

と
こ
ろ
　
庄
原
市
民
会
館

入
場
料
　
一
般
2
、0
0
0
円

小
・
中
・
高
校
生
は
無
料（
整
理
券

が
必
要
で
す
）

※
託
児
サ
ー
ビ
ス
が
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
。事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
庄
原
市
民
会
館

鈎
０
８
２
４
|
7
2
|
4
2
4
2

　
地
元
中
学
生
に
よ
る
広
島
県

無
形
民
俗
文
化
財「
比
和
牛
供
養

田
植
え
」や
比
和
特
産
の「
そ
ば
」

早
食
い
競
争
な
ど
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
、

広
島
牛
の
丸
焼
き
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
バ
ザ
ー
も
あ
り
ま
す
。

と
き
　
10
月
22
日(

日)

9
時
～

と
こ
ろ
　
比
和
総
合
運
動
公
園

問
い
合
わ
せ

比
和
や
ま
び
こ
祭
実
行
委
員
会

鈎
0
8
2
4
―
8
5
―
3
0
0
0

　
健
康
に
つ
い
て
考
え
る
と
と

も
に
湖
畔
の
景
観
や
150
万
本
の

コ
ス
モ
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
心

と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、健
康

の
維
持
増
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

と
き
　
10
月
22
日（
日
）　
9
時
～

と
こ
ろ
　
国
営
備
北
丘
陵
公
園

大
芝
生
広
場

コ
ー
ス

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
5
km

健
脚
コ
ー
ス
８
km

参
加
人
数
　
２
０
０
０
人

参
加
料
　
大
人
1
、2
0
0
円
　

小
中
学
生
1
、0
0
0
円

問
い
合
わ
せ

庄
原
商
工
会
議
所

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
2
1
2
1

　
自
ら
も
視
覚
に
障
害
を
も
ち

な
が
ら
音
楽
家
・
作
曲
家
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
前
川
裕
美
さ

ん
を
講
師
に
招
き
、「
自
分
ら
し

く
生
き
る
～
夢
と
可
能
性
を
信

じ
て
～
」と
題
し
て
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

と
き
　
10
月
25
日(

水)

開
場
19
時
　
開
演
19
時
30
分

と
こ
ろ
　
比
和
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ

比
和
支
所
市
民
生
活
課

鈎
0
8
2
4
―
8
5
―
3
0
0
1

生
活
相
談

催
　
し

身
体
障
害
者
定
期
相
談

（
判
定
）会

心
の
健
康
相
談

人
権
相
談（
特
設
）

社
会
保
険
一
日
相
談

定
期
巡
回
児
童
相
談

住
宅
相
談
会

比
和
や
ま
び
こ
祭

比
和
人
権
講
演
会

平
和
講
演
会

こ
ど
も
ま
つ
り

庄
原
市
美
術
展
覧
会

グ
ラ
ン
プ
リ

コ
ン
サ
ー
ト
2
0
0
6

h
ttp

://w
w
w
.h
iro

ro
u
d
o
u
k
y
o

k
u
.g
o
.jp

/

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度

社
会
保
険
労
務
士

無
料
相
談
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

サ
ー
ビ
ス
デ
ー

水本和実さん

前川裕美さん

け
ん
こ
う
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
in

国
営
備
北
丘
陵
公
園
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自
然
豊
な
比
和
を
舞
台
に
し

た
ツ
ー
リ
ン
グ
ト
ラ
イ
ア
ル
。全

国
か
ら
集
ま
る
ラ
イ
ダ
ー
の
テ

ク
ニ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
　
11
月
5
日(
日)
8
時
～

と
こ
ろ
　
比
和
総
合
運
動
公
園

ほ
か
町
内
会
場

問
い
合
わ
せ
　
比
和
町
商
工
会

鈎
0
8
2
4
―
8
5
―
2
3
3
0

　
西
城
の
秋
の
実
が
集
ま
る
収

穫
祭
。
地
元
産
の
農
産
物
・
特
産

品
な
ど
の
展
示
販
売
、自
治
振
興

区
対
抗
運
動
会
な
ど
イ
ベ
ン
ト

満
載
で
す
。

と
き
　
10
月
22
日(

日)

9
時
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
　
西
城
球
技
場
周
辺

問
い
合
わ
せ
　
西
城
ふ
る
さ
と

祭
実
行
委
員
会（
西
城
支
所
地
域

振
興
課
内
）

鈎
0
8
2
4
―
8
2
―
2
1
2
1

　
絵
画
・
工
芸
・
書
・
俳
句
・
現
代
詩
・

生
け
花
・
手
芸
・
写
真
・
短
歌
・
絵

て
が
み
・
彫
刻
・
川
柳
な
ど
、市
民

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
多
数

展
示
し
ま
す
。

と
き
　
10
月
21
日(

土)

10
時
～
18
時

22
日(

日)

　
9
時
～
18
時

23
日(

月)

　
9
時
～
13
時

と
こ
ろ
　
西
城
公
民
館

問
い
合
わ
せ
　
西
城
公
民
館

鈎
0
8
2
4
―
8
2
―
2
1
7
5

　
歌
、
楽
器
演
奏
、
ダ
ン
ス
な
ど

西
城
町
内
で
活
動
す
る
生
涯
学

習
団
体
の
発
表
の
場
。

と
き
　
10
月
21
日（
土
）

10
時
～
16
時

と
こ
ろ

ウ
イ
ル
西
城
ウ
イ
ル
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ
　
第
10
回
で
あ
い

と
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ア
実
行
委
員

会（
西
城
公
民
館
内
）　

鈎
0
8
2
4
―
8
2
―
2
1
7
5

　
吾
妻
山
か
ら
比
婆
山
御
陵
へ
、

冬
支
度
の
比
婆
山
を
散
策
し
ま
す
。

と
き
　
11
月
18
日(

土)

～
19
日(

日)

と
こ
ろ
　
ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森

参
加
費
　
1
0
、0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

県
民
の
森
公
園
セ
ン
タ
ー

鈎
0
8
2
4
―
8
4
―
2
0
1
1

　
森
の
中
で
、森
の
め
ぐ
み
を
い

っ
ぱ
い
体
験
で
き
る
お
祭
り
で
す
。

森
の
コ
ン
サ
ー
ト
、わ
く
わ
く
ウ

ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
、森
の
お
い
し
い

ダ
イ
ニ
ン
グ
、ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
な
ど
、大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

幅
広
く
楽
し
め
る
内
容
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

と
き
　
10
月
22
日（
日
）

10
時
～
11
時
30
分
　
育
樹
作
業

12
時
～
20
時
　
お
祭
り

と
こ
ろ
　
か
ん
ぽ
の
森（
食
彩
館

し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら
前
）

入
場
料
　
大
人
1
、0
0
0
円（
前

売
り
8
0
0
円
）
、
高
校
生
～
大

学
生
5
0
0
円（
前
売
り
4
0
0

円
）、中
学
生
以
下
無
料

問
い
合
わ
せ
　
N
P
O
法
人
森

の
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
会

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
0
7
2
1

　
将
来
の
農
業
経
営
者
を
目
指

す
学
生
が
、日
頃
の
学
習
成
果
と

し
て
自
分
た
ち
が
育
て
た
農
畜

産
物
を
お
手
ご
ろ
価
格
で
即
売

し
ま
す
。
ま
た
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
コ
ー
ナ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
11
月
11
日
（
土
）
10
時
～

16
時
　
12
日（
日
）9
時
～
15
時

と
こ
ろ

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校
　

問
い
合
わ
せ
　
教
務
課

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
0
0
9
4

　
国
営
備
北
丘
陵
公
園
を
、キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
の
で
き
る
公
園
と

し
て
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
選
手
を
招
き
、「
庄
原

カ
ー
プ
少
年
野
球
教
室
」を
開
催

し
ま
す
。来
場
者
や
参
加
者
を
対

象
に
、カ
ー
プ
グ
ッ
ズ
な
ど
の
お

楽
し
み
抽
選
会
も
行
い
ま
す
。な

お
、
野
球
教
室
の
参
加
者
は
、
庄

原
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
11
月
12
日（
日
）13
時

と
こ
ろ
　
国
営
備
北
丘
陵
公
園

※
 雨
天
の
場
合
は
、庄
原
市
総
合

体
育
館
で
実
施
。

問
い
合
わ
せ

「
公
園
で
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し

よ
う
」実
行
委
員
会
事
務
局(

商
工

観
光
課
観
光
交
流
係)

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
７
８

と
き

10
月
28
日（
土
）11
時
～
16
時

29
日（
日
）９
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容

●
管
内
の
特
産
品
、農
産
加
工
品

な
ど
の
展
示
・
販
売

●
永
江
太
鼓
、
響
心
太
鼓
、
比
婆

荒
神
神
楽
後
援
会
神
楽
塾
、庄
原

少
年
合
唱
団
、お
な
ご
乱
舞
連
ほ

か
ス
テ
ー
ジ
出
演

●
石
原
詢
子
シ
ョ
ー
29
日
14
時
～

問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
振
興
係

鈎
０
８
２
４
―
７
３
―
１
１
３
２

　
国
内
外
で
活
躍
中
の
和
太
鼓

奏
者
林
英
哲
（
東
城
出
身
）
が
故

郷
庄
原
で
打
つ
太
鼓
の
響
き
を

体
感
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
　
11
月
11
日（
土
）

開
場
14
時
　
開
演
14
時
30
分

と
こ
ろ
　
庄
原
市
民
会
館

入
場
料
　
一
般
4
、0
0
0
円

小
中
学
生
2
、0
0
0
円

購
入
場
所
　
生
涯
学
習
課
・
各
支

所
教
育
課
ま
た
は
教
育
係
ほ
か

問
い
合
わ
せ
　
庄
原
市
民
会
館

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
4
2
4
2

　
今
年
は「
オ
ズ
の
魔
法
使
い
」を
、

子
ど
も
と
大
人
が
力
い
っ
ぱ
い

演
じ
ま
す
。
全
身
で
表
現
し
、
笑

顔
い
っ
ぱ
い
の
舞
台
を
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

と
き
　
10
月
22
日（
日
）　

〈
第
1
公
演
〉開
場
13
時

開
演
　
13
時
30
分

〈
第
2
公
演
〉開
場
15
時
30
分

開
演
　
16
時

と
こ
ろ
　
市
民
会
館

入
場
料
　
1
、0
0
0
円

※
3
歳
未
満
は
無
料
で
す
。　
　

※
座
席
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
第
1
公
演
・
第
2
公
演
と
も
内

容
は
同
じ
で
す
が
、出
演
者
が
異

な
り
ま
す
。ご
確
認
の
上
チ
ケ
ッ

ト
を
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

★
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、庄
原
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ひ
ろ
ば
実
行
委
員
会「
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
」

鈎
0
9
0
―
2
0
0
6
―
6
9
8
2

　　
透
析
患
者
・
糖
尿
病
患
者
と
家

族
を
対
象
に
、糖
尿
病
の
腎
機
能

に
及
ぼ
す
影
響
及
び
透
析
治
療

に
関
す
る
講
演
会
・
栄
養
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

演
題

糖
尿
病
の
腎
機
能
に
及
ぼ
す
影

響
及
び
透
析
治
療
の
基
礎
知
識

講
師

小
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　

小
田
弘
明
さ
ん

と
き
　
10
月
29
日（
日
）

10
時
～
13
時

と
こ
ろ

三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー
2
階

問
い
合
わ
せ

N
P
O
法
人
広
島
県
腎
友
会
　

鈎
0
8
2
―
5
4
5
―
9
7
4
1

　●
青
年
招
へ
い
事
業
ホ
ー
ム
ス

テ
イ

招
へ
い
国
　
タ
イ 

募
集
数
　
26
家
庭

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間（
2
泊
3
日
）

11
月
10
日（
金
）～
12
日（
日
）

応
募
締
切
　
10
月
18
日(

水)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

し
ょ
う
ば
ら
国
際
交
流
協
会
事

務
局（
交
流
サ
ロ
ン
ラ
ッ
キ
ー
内
）

鈎
FAX
0
8
2
4
―
7
2
―
0
0
7
5

●
広
島
大
学
留
学
生
ホ
ー
ム
ス

テ
イ

募
集
数
　
20
家
庭

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
期
間（
2
泊
3
日
）

11
月
17
日（
金
）～
19
日（
日
）

応
募
締
切
　
10
月
31
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

し
ょ
う
ば
ら
国
際
交
流
協
会
事

務
局（
交
流
サ
ロ
ン
ラ
ッ
キ
ー
内
）

鈎
FAX
0
8
2
4
―
7
2
―
0
0
7
5

口
和
公
民
館

鈎
FAX
0
8
2
4
―
8
7
―
2
1
1
5

と
き
　
10
月
28
日(

土)

と
こ
ろ
　
西
城
公
民
館

テ
ー
マ

西
城
町
の
風
景

画
材
　
水
彩
画
　
ク
レ
ヨ
ン
　

ク
レ
パ
ス
　
ア
ク
リ
ル
樹
脂
　

油
絵

四
つ
切
画
用
紙
無
料
配
布

油
絵
の
場
合
キ
ャ
ン
バ
ス
は
各

自
持
参

参
加
資
格
　
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
・
一
般
の
部

部
門
別
写
生
時
間

小
学
校
1
・
2
年
生

9
時
30
分
～
12
時
30
分

小
学
校
3
～
6
年
生

9
時
30
分
～
13
時

中
学
生

9
時
30
分
～
13
時
30
分

高
校
生
・
一
般

9
時
30
分
～
14
時

展
示
　
10
月
29
日
～
11
月
5
日

8
時
30
分
～
20
時

西
城
公
民
館
大
集
会
室

応
募
締
切
　
10
月
20
日(

金)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

西
城
教
育
課

鈎
0
8
2
4
―
8
2
―
2
4
4
5

FAX
0
8
2
4
―
2
8
―
2
8
1
1

　
森
林
へ
の
理
解
と
関
心
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
植
樹
会
を
し

ま
す
。

と
き
　
10
月
29
日（
日
）

10
時
～
13
時

と
こ
ろ
　
東
城
町
塩
原「
四
季
の

森
と
う
じ
ょ
う
」

参
加
費
　
大
人
１
、０
０
０
円
　

子
供
５
０
０
円（
昼
食
代
な
ど
含

む
）
当
日
徴
収
し
ま
す
。
記
念
植

樹
を
希
望
さ
れ
る
方
は
１
本
あ

た
り
別
途
１
、０
０
０
円

応
募
締
切
　
10
月
20
日（
金
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

東
城
フ
ォ
レ
ス
ト
２
０
０
０
事

務
局（
東
城
支
所
地
域
振
興
課
内
）

鈎
０
８
４
７
７
―
２
―
５
２
１
1

　
干
し
柿
づ
く
り
の
全
て
を
体

験
し
ま
す
。で
き
た
干
し
柿
は
持

ち
帰
ら
れ
ま
す
。

と
き
　
10
月
29
日（
日
）

と
こ
ろ
　
高
原
の
家
七
塚

定
員
　
30
人

参
加
費
　
子
ど
も
２
、０
０
０
円
、

大
人
３
、０
０
０
円

応
募
締
切
　
10
月
24
日（
火
）

問
い
合
わ
せ
　
高
原
の
家
七
塚

鈎
0
8
2
4
―
7
5
―
2
0
3
3

FAX
0
8
2
4
―
7
4
―
0
8
2
7

　
深
ま
る
秋
を
感
じ
て
め
ぐ
る
、

新
市
の
自
然
･
文
化
･
歴
史
。

と
き
　
11
月
２
日（
木
）

総
領
・
庄
原
発〝
比
婆
山
伝
説
と

ブ
ナ
の
森
〟（
西
城
方
面
）

11
月
５
日（
日
）

口
和
・
庄
原
発〝
く
ろ
が
ね
ど
こ

ろ
の
城
下
町
〟（
東
城
方
面
）

11
月
９
日（
木
）

東
城
・
西
城
発〝
中
世
荘
園
を
歩

く
〟（
庄
原
方
面
）

11
月
12
日（
日
）

高
野
・
比
和
発〝
帝
釈
峡
の
奇
岩

と
遺
跡
〟（
東
城
・
総
領
方
面
）

定
員
　
各
40
人(

一
台
20
人)

参
加
費
　
1
、5
0
0
円（
昼
食
付
）

雨
天
決
行

応
募
締
切
　
10
月
27
日（
金
）

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
8
9

※
こ
の
行
事
は
、宝
く
じ
の
助
成

金
を
受
け
て
い
ま
す
。

募
　
集

サ
ク
サ
ク
落
ち
葉
の

路
を
歩
こ
う
！

い
い
も
の
発
見
！
農
大
祭

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を

募
集
し
ま
す

近
県
写
生
大
会
・

妹
尾
賞
写
生
大
会

植
樹
会
・
交
流
会

干
し
柿
づ
く
り

さ
と
や
ま
の
秋
祭
り

カ
ー
プ
少
年
野
球
教
室

み
の
り
の
祭
典
’21

水
源
の
森
ツ
ー
リ
ン
グ

ト
ラ
イ
ア
ル
in
比
和

西
城
美
術
展

西
城
ふ
る
さ
と
祭

で
あ
い
と
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ア

庄
原
こ
ど
も

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

腎
臓
病
講
演
会

林
英
哲
ふ
る
さ
と
公
演

庄
原
市
文
化
財
め
ぐ
り
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そ
の
他

奨学金制度説明会奨学金制度説明会
　市では、高校、大学、専門学校な

どの生徒・学生を対象に、奨学金

の貸付などを行っています。

　この制度についての第２回説

明会を次のとおり開催しますので、

平成19年度の利用を希望される

方はご参加ください。

　なお、説明内容は第1回説明会（７

月下旬に開催）と同じです。

総領文化会館

比和文化会館

東城支所

庄原市ふれあいセンター

西城公民館

高野支所

口和文化ホール

問い合わせ　教育総務課学校管理係(鈎0824―73―1186)　または各支所教育担当課

総領地域

比和地域

東城地域

庄原地域

西城地域

高野地域

口和地域

10月23日（月）

10月24日（火）

10月24日（火）

10月25日（水）

10月25日（水）

10月25日（水）

10月26日（木）

18時30分～

19時～

19時～

19時～

19時～

19時30分～

20時～

※どの会場でも参加できます。

地　域 日　　時 場　　所

一般国道432号
川北バイパスが

　平成14年から着手した国道432号改良工事が
完成し、9月21日に開通しました。工事延長は
1,579メートルで、朝夕の通勤・通学などの円滑
な交通の確保が図られます。

建設課高速道・ダム係　鈎0824―73―1118

　身体障害者手帳・療育手帳をお持ちの方で、高速道路通行料の割引を受けている場合、2年に一度、更新の手続き

が必要です。

　せっかく高速道路を利用して、割引を受けようと思っても、期限切れでは割引を受けることはできません。期限

は申請した日の2年後の誕生日までです。（申請日によっては、1年後の誕生日となることもあります）手帳をお持

ちの方で、割引を受けられている方は、今一度期限の確認をお願いします。

　なお、ETC車載器の場合、(株)西日本高速道路から期限到達の通知があります。

　手続きには手帳のほか、運転免許証や車検証が必要です。詳しくは、社会福祉課生活福祉係

（鈎0824―73―1166）または各支所の福祉担当課にお問い合わせください。

庄原市

庄
原
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

　
秋
の
七
塚
高
原
に
自
生
す
る

薬
草
や
薬
膳
料
理
の
作
り
方
を

学
び
ま
す
。

と
き
　
10
月
21
日（
土
）～
22
日（
日
）

１
泊
２
日

と
こ
ろ
　
高
原
の
家
七
塚

対
象
者
　
大
人
50
人

参
加
費
　
８
、０
０
０
円

応
募
締
切
　
10
月
17
日（
火
）

※
日
帰
り
参
加
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
高
原
の
家
七
塚

鈎
0
8
2
4
―
7
5
―
2
0
3
3

FAX
0
8
2
4
―
7
4
―
0
8
2
7

と
き
　
11
月
5
日（
日
）8
時
～

と
こ
ろ

庄
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

競
技
方
法

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
・

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式

参
加
費

2
、0
0
0
円（
プ
レ
ー
代
別
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
ゴ
ル
フ
協
会

鈎
0
8
2
4
―
7
2
―
2
1
2
1

 
　
「
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
の
ま
ち
」

そ
し
て「
音
楽
の
ま
ち
庄
原
」へ
。

　
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た
ア

マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
を

定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。若
者
ら

し
く
元
気
よ
く
、マ
ナ
ー
と
ル
ー

ル
を
守
っ
て
、出
演
者
も
観
客
も

楽
し
め
る
ラ
イ
ブ
に
し
ま
し
ょ
う
。

ご
応
募
と
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

と
き
　
11
月
19
日（
日
）

13
時
～
17
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

出
場
資
格
　
市
内
ま
た
は
近
隣

地
域
に
、居
住
ま
た
は
通
学
す
る

中
学
生
・
高
校
生
を
有
す
る
３
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ア
マ

チ
ュ
ア
バ
ン
ド
。

募
集
数
　
８
グ
ル
ー
プ
程
度

応
募
締
切

10
月
21
日（
土
）先
着
順

問
い
合
わ
せ

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
エ
ン
タ
」
実
行

委
員
会
事
務
局
　
玉
川
淳

鈎
0
9
0
―
3
1
7
3
―
2
4
9
1

　
広
島
県
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
で
は
、来
年
４
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
広
島
県
議
会
議
員
一

般
選
挙
の
啓
発
活
動
の
一
環
と

し
て
、新
し
い
選
挙
区
と
定
数
に

関
す
る
ク
イ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。

　
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
な
ら

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
、募
集
用

紙
な
ど
は
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

で
入
手
で
き
ま
す
。正
解
者
に
は

抽
選
で
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

募
集
期
間

10
月
17
日
～
11
月
16
日

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
選
挙
管
理
委
員
会

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
2
6

　
庄
原
観
光
り
ん
ご
園（
七
塚
）で
、

り
ん
ご
の
収
穫
作
業
を
手
伝
っ

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

農
作
業
体
験
を
通
じ
て
、
農
業
・

農
村
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、
今
年
は

さ
つ
ま
い
も
掘
り
作
業
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

と
き
　
11
月
12
日（
日
）

10
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ
　
庄
原
観
光
り
ん
ご
園

対
象
者
　
小
学
生
以
上
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参
加
費

小
・
中
学
生
1
、0
0
0
円

高
校
生
以
上
1
、5
0
0
円

定
員
　
50
人

応
募
締
切
　
10
月
31
日（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

農
林
振
興
課
管
理
係

鈎
0
8
2
4
―
7
3
―
1
1
3
1

　
庄
原
市
の
県
営
住
宅
の
う
ち
、

新
た
に
空
家
と
な
っ
た
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
10
月
25
日
（
水
）
～

27
日
（
金
）
9
時
～
12
時
　
13
時

～
16
時
30
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
備
北

地
域
事
務
所
建
設
局
建
築
課
　

鈎
0
8
2
4
―
6
3
―
5
1
8
1

　
労
働
保
険
は
、労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
、働
く
人
が
労

働
災
害
や
失
業
と
い
っ
た
不
測

の
事
故
に
遭
わ
れ
た
と
き
、必
要

な
保
険
給
付
を
行
う
な
ど
職
場

の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
働
け
る

よ
う
に
作
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
労
働
保
険
は
、労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は

す
べ
て
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。平
成
17
年
度
か
ら「
労

働
保
険
未
手
続
事
業
一
掃
対
策
」

が
始
ま
り
、再
三
の
加
入
勧
奨
に

よ
っ
て
も
加
入
し
な
い
事
業
主

に
つ
い
て
は
、職
権
に
よ
り
強
制

的
に
加
入
手
続
き
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
だ
手
続
き

を
さ
れ
て
い
な
い
事
業
主
は
、早

急
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
広
島
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
課

鈎
0
8
2
―
2
2
1
―
9
2
4
6

　
広
島
県
最
低
賃
金
が
、平
成
18

年
10
月
1
日
か
ら
時
間
額
654
円

に
な
り
ま
し
た
。広
島
県
最
低
賃

金
は
、県
内
の
事
業
所
で
働
く
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

年
齢
・
性
別
・
雇
用
形
態
（
常
用
・

臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）・

支
払
形
態（
月
給
・
日
給
・
時
給
な

ど
）の
別
を
問
い
ま
せ
ん
。ま
た
、

特
定
の
産
業
で
働
く
労
働
者
に

つ
い
て
は
、広
島
県
最
低
賃
金
よ

り
も
金
額
の
高
い
産
業
別
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
広
島
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室

鈎
0
8
2
―
2
2
1
―
9
2
4
4

三
次
労
働
基
準
監
督
署

鈎
0
8
2
4
―
6
2
―
2
1
0
4

選
挙
区
ク
イ
ズ
募
集

10
月
は
労
働
保
険

適
用
促
進
月
間

広
島
県
最
低
賃
金

35万円に

障害者の高速道路割引には期限があります

出 産 育 児 一 時 金 を開通

　庄原市国民健康保険の被保険者が出産したと

きに受けられる出産育児一時金の支給額が、平成

18年10月1日以降の出産から５万円増え、35万

円に引き上げられました。

申請・問い合わせ

保健医療課国保年金係

鈎0824―73―1158

または各支所市民課・市民生活課

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

エ
ン
タ
」

ラ
イ
ブ

秋
の
薬
草
探
検
隊

さ
と
や
ま
応
援
隊

「
り
ん
ご
収
穫
作
業
」

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
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手続きは各金融機関の
窓口でお願いします。
※残高確認も忘れないでください。

下水道使用料水道料金市税

◎税務課収納係
◎下水道課管理係
◎水道課業務係

0824-73-1145
0824-73-1175
0824-73-1197
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植物性大豆油インキで印刷しています。
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■発行／平成18年10月5日　■編集・発行／庄原市情報推進課　〒727-8501　広島県庄原市中本町一丁目10番1号　鈎0824-73-1159　■印刷／平和印刷㈱

[住民基本台帳登載人口]
○人　口　43,349人（前年比－651人）
　　男　　20,558人（前年比－321人）
　　女　　22,791人（前年比－330人）
○世帯数　16,274世帯（前年比＋13世帯）
[外国人登録人口]
○人　口　319人（前年比＋20人）

人の動き（8月末日現在）�
今
月
号
�
紙
面
�
開
�

�
�
�
�
�
印
刷
�
�
少

�
違
和
感
�
持
�
�
�
方

�
�
�
�
�
�
思
�
�
�
�

今
月
号
�
�
�
経
費
節
減

�
�
�
2
色
刷
�
�
�
1

色
刷
�
�
変
更
�
�
�
�
�

財
政
難
�
�
�
�
�
来
�

�
�
�
思
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
広
報
紙
�

掲
載
�
�
情
報
�
多
�
�

毎
月
�
平
均
�
�
�
�
増

�
�
�
�
�
�
�
当
分
�
間
�

�
�
�
�
印
刷
�
�
�
�

�
�
�
�
�
中
�
読
�
�

�
�
親
�
�
�
持
�
�
広

報
紙
�
目
指
�
努
力
�
�

�
�
�
�
�

広

報

日

記

●京友禅　はぎれ絵展
　着物のはぎれで楽しみませんか

　8日（水）～10日（金） 
　10時～17時　※入場無料
●問い合わせ

　庄原市文化協会事務局　電話0824-72-4347(白川)

　生涯学習課社会教育係　電話0824-73-1188

　商工観光課商工振興係　電話0824-73-1179

※展示を希望される団体（または個人）はお申し込み

　ください。使用料はいりません。

情報 Ｂ Ｏ Ｘ

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市民ギャラリーです。

市民ギャラリー「アート多愛夢」

11月の
展示案内

日　　程 場所および時間

庄原
地域

西城
地域

東城
地域

口和
地域

高野
地域

比和
地域

総領
地域

毎月第１・第４火曜日
10月3・10・17・24日
11月7・14・21・28日

毎月第１・第３木曜日
10月5・19日
11月2・16日

11時～11時10分
11時25分～11時35分
11時50分～12時

東公民館………
市役所車庫前…
敷信公民館……

9時～9時10分西城支所………

毎月第１・第３木曜日
10月5・19日
11月2・16日

9時40分～9時50分
10時20分～10時30分

小奴可研修センター…
東城文化会館…

毎月第４木曜日
10月26日・11月24日

11時40分～11時50分口和支所………

毎月第４木曜日
10月26日・11月24日

13時20分～13時30分高野支所………

毎月第４木曜日
10月26日・11月24日

13時50分～14時比和支所………

毎月第２水曜日
10月11日・11月8日

9時40分～9時50分総領支所………
（スクールバス駐車場）

※10月31日は第5火曜日で、引き取りはありません。

犬・猫の
引き取り

10・11月の犬・猫の引き取りは、次の日程で

実施します。なお、手続きには認印が必要

ですので、持参してください。 

献血の
ご案内

献血を、つぎのとおり実施します。
皆さんのご協力をお願いします。

■問い合わせ　保健医療課医療係 鈎0824－73－1155

と　き

ところ

九日市

11月9日（木） 10時～

中本町筋・下本町・中央通り
ぜひお越しください。

11月の
庄原地域の市街地で、
毎月9日に開催される市です。

実施日 会　場 受付時間

10月8日（日）
9日（月）
15日（日）
22日（日）
29日（日）

11月3日（金）
5日（日）

児玉（納）医院
戸 谷 医 院
牧 原 医 院
河 本 医 院
笠 間 医 院
田 渕 医 院
庄原赤十字病院

0824-72-0147
0824-72-3131
0824-72-0057
0824-75-0311
0824-72-0535
0824-72-3900
0824-72-3111

診療所名月日

●庄原地域

10月・11月の休日診療については、
次のとおりです。

※庄原赤十字病院については、救急患者に限ります

電話番号

10月8日（日）
9日（月）
15日（日）
22日（日）
29日（日）

11月3日（金）
5日（日）

瀬 尾 医 院
こぶしの里病院
日 伝 医 院
三上クリニック
こぶしの里病院
東 城 病 院
瀬 尾 医 院

08477-2-0023
08477-2-5255
08477-2-2180
08477-2-1151
08477-2-5255
08477-2-2150
08477-2-0023

●東城地域

電話番号

休日診療のご案内

「ふれあい市長室」の日程

鈎0824－75－4411

鈎08477－6－0161

【10月のイベント情報】

ゆめさくら交流ホール・実技体験室は、料理講座・体験講座・

作品展示会・研修会議等にご利用いただけます。申し込み・問

い合わせは事務室まで。

■と　き 10月14日（土）13時～16時

　　　　 11月4日（土）9時～12時

■ところ 10月：高野支所11月：比和支所
※公務により実施できない場合もあります。
※道路の改良・維持・修繕などの要望、陳情は、事業担当課  
　へお願いします。
■問い合わせ　情報推進課広報統計係

　鈎０８２４-７３-１１５９

●「みんな同じ命だから」約60点の動物たちの写真展
期間　10月6日（金）～20日（金）　

●ゆめさくら秋祭り
期間　10月7日（土）～16日（月）
10月11日の夜はジャズライブを開催します。

●ゆめさくら手作り講座
　～実りの秋・芋とナバの田舎料理～
とき　10月15日（日）10時～14時  参加費1,500円　定員20人

●そば打ち体験講座～手打ちそばを味わおう～
とき　10月22日（日）13時30分～16時  参加費1,000円
定員20人（10歳以上）

●川の絵作品展
と　き　10月28日（土）・29日（日）

備北丘陵公園

備北公園管理センター

鈎0824-72-7000

月日 診療所名

●時悠館企画展「弥生時代の庄原」見学
と　き：10月15日（日）10時～12時　
●石器づくり体験（石器の話しと実技）
と　き：11月12日（日）10時～12時　
ところ：時悠館研修室
対　象：小学校４年生から中学校３年生
募集人数：１５人

考古学体験こども教室考古学体験こども教室考古学体験こども教室時悠館

糸

口和・高野・比和地域については、第４木曜日が祝祭日のため、11月24日に引き取ります。

10月24日（火）
10月31日（火）
11月1日（水）
11月1日（水）
11月8日（水）

県立広島大学庄原キャンパス
西城保健福祉総合センター
JA庄原本所
備北地域事務所庄原分庁舎
高野福祉保健センター

11時30分～15時
10時～11時30分12時30分～15時
10時～11時30分
13時～15時
10時30分～11時30分12時30分～15時

「秋まつり」好評開催中！！「秋まつり」好評開催中！！
　『秋は、やっぱりコスモス！』10月22日（日）まで、「秋ま
つり」を開催中です。
　園内の花畑には150万本のコスモスがいっぱいです。
期間中は、新米をつかった食体験や神楽の上演、「けんこう
ウォーキング大会（※要事前申込）」などイベント盛りだく
さん。いよいよ秋の行楽シーズン。秋の一日を備北丘陵公
園で満喫してみませんか。

　備北丘陵公園の冬の風物詩、20万球の光が輝く「ウ
インターイルミネーション」。今年は11月23日（祝）か
ら開催します。
　幻想の世界を盛り上げる、"マイイルミネーションコ
ンテスト"。ただいま参加者を募集中です！高さ約２ｍ
のツリーをアイデアいっぱいで自由にデコレーション
してください。家族で、学校や会社・グループの仲間で、
光の世界へオリジナルツリーを飾ってみませんか。

「ウインターイルミネーション」

「秋まつり」期間中のイベント日程につきましては、電話もしくは
公園ホームページ（http://www.bihoku-park.go.jp/）にてご確認ください。

○期　間：11月23日（祝）～　※装飾はそれまでに。

○参加費：1,000円／チーム

○定　員：先着30チーム

○条　件：指定のツリーを使用してください。

　　　　 ※ツリーと電球（200球×2本）は貸出しています。

○表　彰：期間中一般投票を行い、金賞・銀賞・

　　　　 その他各種特別賞を表彰します。

○申　込：電話(0824－72－7000)で受付中!

“マイイルミネーションコンテスト”参加者大募集!“マイイルミネーションコンテスト”参加者大募集!

納付は口座振替が便利です
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商工観光課観光交流係　鈎0824-73-1178

秋の涼しさとともに、木の葉が紅く色づき、しっとりと
美しい秋を迎えます。紅葉の名所が数多く点在する庄
原市では、360度パノラマサイズの絶景が満喫できます。

広報

“げんき”と“やすらぎ”のさとやま文化都市

SHOBARA The Public Information Magazine

今月の主な内容

■ぐるりしょうばらカメラレポート・・・・・・・・・・

■お知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■発見!しょうばら・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■インターネットでワークショップ・・・・・・・・・・

■小規模災害の復旧を支援します・・・・・・・・・・・・

■安心・安全な毎日のために・・・・・・・・・・・・・・・・・

■健康広場「腎不全とその治療法」・・・・・・・・・・・・

■各地域の生活交通を見直しました・・・・・・・・・・・

■綿陽市消防代表団が友好訪問・・・・・・・・・・・・・・

■シリーズ市の台所事情・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

■小奴可剣友会が全国大会で準優勝・・・・・・・・・・

2
5
6
8
9
10
11
12
14
18
26

福田頭・吾妻山（比和地域）
　広島県の百名山に指定されてい
る福田頭や吾妻山に咲く花がマツ
ムシソウ、ウメベチソウからリン
ドウ、ヤマラッキョウに変ります。
10月中旬からブナやウリハダカエ
デ、ナナカマドが色付きはじめ、鮮
やかに彩られた山々の紅葉は、11
月上旬まで見ごろです。

比婆山（西城地域）
　比婆山連峰の秋は紅葉よりも黄
葉と呼ぶ方がふさわしく、山頂一
帯に広がるブナ純林が10月中旬か
ら哀愁を帯びた黄に染まり、ナナ
カマドの燃える真朱、イチイの古
木群の老緑が、多彩な色調で全山
を彩ります。

五品嶽（東城地域）
　戦国時代末から江戸時代初め頃
までの山城の跡が残っています。県
の史跡にも指定されているこの山は、
地元では『城山』と親しまれ、四季を
通じて色鮮やかに人々の目を楽し
ませてきました。町の中央に位置す
る『城山橋』から見上げる山は美し
く雄大です。山全体を覆う樹林は見

事なもので、樹の種類も多く緑地環境の保全からも大切にされています。

帝釈峡（東城地域）
　国定公園帝釈峡は昔から紅葉
の名所として名を馳せてきまし
た。楓やイチョウなどの色づく
木々の下、清らかな帝釈川沿い
の遊歩道をゆっくりと散策でき
ます。また、神龍湖で遊覧船に乗
って湖上から見上げる渓谷は、
赤や黄色など色とりどりの木々
と白い岩肌、そして湖面の深い
緑など、美しい色彩が楽しめます。

臨川庵跡のイロハモミジ
（総領地域）
　延亨３（1746）年に生まれた
俳人「越智古声（おちこせい）」が、
京都から持ち帰って植えたと伝
えられ、樹高18ｍ、胸高周囲
3.13ｍの巨木で県の天然記念
物に指定されています。

東城まちなみぶらり散歩ギャラリー
　山が鮮やかに色づく頃、東城のまち
なみに期間限定美術館がオープンし
ます。伝統工芸品やいつもは見ること
のできない町家ならではのお宝など
が約40店舗を飾り、町歩きを楽しく
させます。紅葉散策と合わせて、お立
寄り下さい。

と　き／10月28日（土）～11月5日（日）・9時30分～19時
ところ／東城市街地　問い合わせ／東城支所地域振興課・鈎08477―2―5211

お通り
　11月3日（祝）は江戸時代からの伝統
行事「お通り」が開催されます。大名行列、
武者行列が町を練り歩きます。我が子の
健康と平和を願う意味をもつ華やかな
装飾品「母衣（ほろ）」が行列に加わるこ
とが、東城の特色です。

ごほんがたけ

りんせんあん

収穫の喜び
（9月11日、板橋小学校5年生が湯谷正雄
さんの田んぼで稲刈りを体験。収穫した餅
米は、杵でついて食べます。）
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